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ご
あ
い
さ
つ

　
学
園
の
創
立
者
で
あ
る
下
田
歌
子
（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
、
本
名
：
平
尾
鉐
）
は
、
下
田
猛
雄
と
の
結
婚
後
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
麹
町
区
壱
番
町
（
現
、
千
代
田
区
九
段
南
二
丁
目
）
に
て
、「
桃
夭
学
校
」
を
開

校
し
ま
し
た
。
宮
中
を
辞
し
て
家
庭
に
入
り
、
病
夫
を
抱
え
て
生
活
を
支
え
る
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
下
田
歌
子

は
、
そ
の
才
能
を
見
込
ん
だ
伊
藤
博
文
や
土
方
久
元
ら
に
勧
め
ら
れ
、
女
子
教
育
の
道
を
歩
み
は
じ
め
ま
す
。

　
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
華
族
の
女
子
の
た
め
の
教
育
機
関
で
あ
る
華
族
女
学
校
が
開
校
し
、
そ
の
創

設
に
携
わ
っ
て
い
た
歌
子
は
幹
事
兼
教
授
に
就
任
。
翌
年
に
は
学
監
と
な
り
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に

華
族
女
学
校
が
学
習
院
に
合
併
さ
れ
た
後
ま
で
、
そ
の
運
営
と
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
明
治
天
皇
の
第
六
皇
女
で
あ
る
常
宮
昌
子
内
親
王
と
、
第
七
皇
女
で
あ
る

周
宮
房
子
内
親
王
の
御
用
掛
内
定
を
受
け
、
そ
の
任
に
当
た
る
た
め
、
歌
子
は
欧
米
諸
国
の
女
子
教
育
を
視
察
す

べ
く
留
学
し
ま
す
。
こ
の
欧
米
女
子
教
育
視
察
を
と
お
し
て
、歌
子
は
華
族
な
ど
上
流
階
級
の
女
子
だ
け
で
な
く
、

一
般
女
子
へ
の
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
、
そ
の
後
の
実
践
女
学
校
創
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
女
子
教
育
の
道
へ
と
進
ん
だ
下
田
歌
子
が
、
華
族
女
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、
欧
米
教
育
視
察
を
と
お

し
て
自
ら
の
教
育
理
念
の
基
礎
を
築
く
ま
で
の
時
期
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
活
動
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
四
年
四
月

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

第
1
章　

華
族
女
学
校
の
創
設

　
華
族
女
学
校
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
女
子
教
育
の
振
興
に
熱
心
で
あ
っ

た
皇
后
（
の
ち
の
昭
憲
皇
太
后
）
の
令
旨
に
よ
り
、
華
族
の
女
子
の
教
育
を
主
た
る

目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
女
学
校
で
す
。

　
下
田
歌
子
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
五
月
に
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命
し
、

直
ち
に
華
族
女
学
校
創
設
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
翌
年
十
一
月
十
三
日
、
皇

后
の
行
啓
を
賜
り
、
四
谷
区
仲
町
皇
宮
附
属
地
内
に
華
族
女
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

そ
の
教
育
理
念
は
、
道
徳
「
人
の
守
る
道
」
を
基
本
と
し
、
女
子
に
適
切
な
る
学
術
・

技
芸
を
教
授
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
開
校
以
来
、
生
徒
数
は
年
々
増
加
し
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
は
二
〇
〇

名
を
超
え
、
四
谷
の
校
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
麹
町
区
永
田
町
に
新
校
舎

を
建
設
し
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
七
月
、
こ
こ
に
移
転
し
ま
す
。

　
華
族
女
学
校
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
廃
止
さ
れ
、
学
習
院
女
子
部
と

な
り
ま
す
が
、
歌
子
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
学
習
院
女
子
部
長
を
辞
任
す

る
ま
で
、
常
に
華
族
女
学
校
の
校
務
と
教
育
の
重
責
を
担
い
続
け
ま
し
た
。
辞
任
後
、

歌
子
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
自
身
が
創
立
し
て
い
た
実
践
女
学
校
（
本

学
の
前
身
）
の
運
営
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

［
凡 

例
］

・�

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
で
開
催
の
企
画

展
「
第
21
回　

学
祖
・
下
田
歌
子
展
―
華
族
女
学
校
創
設
と
欧
米
教
育

視
察
―
」（
二
〇
二
二
年
四
月
八
日
～
五
月
十
三
日
）
に
際
し
、
発
行

し
た
も
の
で
す
。

・�

本
展
は
、
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
専
門
委
員
会
・
大
塚
宏
昌�

元
委
員
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館　

元
部
長
）
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

・�

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
執
筆
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
編
集
は

主
に
田
所
泰
（
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館�
学
芸
員
）
が
担
当
し
、

鈴
木
美
有
（
同
事
務
職
員
［
学
芸
事
務
］）、河
本
理
緒
（
同
臨
時
職
員
［
学

芸
補
助
］）、富
田
佳
音（
同
臨
時
職
員［
学
芸
補
助
］）が
補
助
し
ま
し
た
。

　
　
（
O
）：
大
塚�

宏
昌
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館�

元
部
長
）

　
　
（
T
）：
田
所�

泰
（
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館�

学
芸
員
）

・�

所
蔵
先
の
下
に
〈　
　

〉
で
記
し
た
番
号
は
、
実
践
女
子
大
学
図
書

館
『
下
田
歌
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』（https://opac.jissen.ac.jp/repo/

repository/shim
oda/?lang=0

）
の
出
納
番
号
で
す
。

［
資
料
翻
刻
要
領
］

・
漢
字
は
原
則
す
べ
て
現
行
の
表
記
に
改
め
ま
し
た
。

・�

原
本
に
お
け
る
見
せ
消
ち
、
抹
消
、
誤
字
の
上
か
ら
の
正
し
い
字
の
重

ね
書
き
、
ま
た
脱
字
の
書
き
込
み
等
は
、
そ
の
訂
正
後
の
形
を
採
用
し

ま
し
た
。

・
敬
意
を
示
す
平
出
・
闕
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。

・�

難
読
あ
る
い
は
虫
損
・
破
損
等
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
、
推
定
字
数

分
の
□
を
以
て
代
え
、
ま
た
そ
れ
が
何
字
分
と
な
る
か
不
明
の
も
の
は
、

［　
　

］
で
示
し
ま
し
た
。
な
お
、
虫
損
お
よ
び
破
損
の
場
合
に
は
、
そ

の
字
の
右
側
に
（
虫
損
）
あ
る
い
は
（
破
損
）
と
注
記
を
施
し
ま
し
た
。

・�

虫
損
・
破
損
等
に
よ
り
、
完
全
に
判
読
で
き
な
い
文
字
で
、
推
読
可
能

な
場
合
に
は
（　

）
に
入
れ
て
記
し
ま
し
た
。

・�

翻
刻
し
た
字
に
疑
問
の
残
る
場
合
に
は
、
そ
の
右
側
に
（
カ
）
と
注
記

を
施
し
ま
し
た
。

・�

脱
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
（　

）
に
入
れ
て
補
い
、「
脱
カ
」

と
注
記
を
施
し
ま
し
た
。

・�

誤
っ
て
記
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
右
側
に
正
し
い

と
思
わ
れ
る
字
を
（　

）
に
入
れ
て
注
記
し
ま
し
た
。

・
朱
書
き
は
〈　
　

〉
で
表
記
し
ま
し
た
。

［
表
紙
画
像
］

左
上
：《
白
洋
装　

上
半
身
像
》（
部
分
）、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
頃

右
下
：
樵
靄
《
下
田
歌
子
絵
姿
》（
部
分
）、
明
治
二
十
～
三
十
年
代

　

※
い
ず
れ
も
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
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No. 

2
桃と

う

夭よ
う

学が
っ

校こ
う

時じ

代だ
い　

塾
じ
ゅ
く

生せ
い

本も
と

野の

久ひ
さ

子こ

と
共と

も

に

明
治
十
年
代
末
～
明
治
二
十
年
代
頃

写
真

一
枚

一
一
・
〇
×
七
・
五
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2764

〉

No. 

3
下し

も

田だ

歌う
た

子こ

名め
い

刺し

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

　

～
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
頃

紙
／
印
刷

一
枚

九
・
〇
×
五
・
六
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈4867

〉

No. 

4
白し

ろ

洋よ
う

装そ
う　

上
じ
ょ
う

半は
ん

身し
ん

像ぞ
う

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
頃

紙
／
印
刷

一
枚

一
八
・
二
×
一
二
・
九
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈1082

〉

No. 

5
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

則そ
く

草そ
う

案あ
ん

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
頃

紙
／
墨

一
綴

二
四
・
五
×
一
七
・
二
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0085

〉

　

桃
夭
学
校
の
塾
生
で
あ
っ
た
本
野
久
子
（
一
八
六
八
―

No. 

1
桃と

う

夭よ
う

塾じ
ゅ
く

々じ
ゅ
く

則そ
く

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

紙
／
墨

一
冊

二
四
・
六
×
一
七
・
二
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0066

〉

　

下
田
歌
子
が
、
明
治
高
官
の
要
請
を
う
け
る
形
で
、
開
設

し
た
「
桃
夭
学
校
」
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
華

族
女
学
校
開
校
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
学
齢
に
達
し

た
女
児
の
い
る
華
族
は
、
華
族
女
学
校
へ
入
学
す
る
よ
う
に

と
の
華
族
局
長
の
勧
め
が
あ
り
、
ま
た
華
族
以
外
の
者
か
ら

も
生
徒
募
集
を
行
っ
た
た
め
、
桃
夭
学
校
の
生
徒
た
ち
も
こ

れ
に
応
じ
る
形
で
、
華
族
女
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
も
、
塾
と
し
て
存
続
し
ま
し
た
。
若
干
の
生
徒
を

寄
宿
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
華
族
女
学
校
か
ら
帰
宅
後
、
夜

ま
で
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
授
業
時
間
、
科
目
な
ど

が
記
さ
れ
た
塾
則
で
す
。（
O
）

一
九
四
五
）
と
と
も
に
写
っ
た
写
真
。
台
紙
裏
面
に
は
「
華

族
女
学
部
創
立
前　

明
治
十
七
年
再
び
宮
内
省　

拝
命　

桃

夭
塾
生
本
野
久
子
氏
と
」
と
ペ
ン
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

野
久
子
は
野
村
靖
（
一
八
四
二
―
一
九
〇
九
）
の
次
女
と
し

て
山
口
に
生
ま
れ
、
桃
夭
学
校
、
華
族
女
学
校
で
学
ん
だ
の

ち
、
本
野
一
郎
（
一
八
六
二
―
一
九
一
八
）
と
結
婚
。
フ
ラ

ン
ス
公
使
と
な
っ
た
夫
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
へ
と
渡
り
ま
し

た
。
帰
国
後
は
下
田
歌
子
の
後
を
継
ぎ
、
愛
国
婦
人
会
や
日

本
赤
十
字
社
看
護
婦
同
方
会
、
少
年
保
護
婦
人
会
の
会
長
な

ど
を
務
め
て
い
ま
す
。（
T
）

　

華
族
女
学
校
時
代
の
下
田
歌
子
の
名
刺
。
歌
子
は
明
治

　

洋
装
の
下
田
歌
子
を
撮
影
し
た
肖
像
写
真
で
す
。
歌
子
が

従
四
位
で
あ
っ
た
の
は
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
か
ら

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
間
の
こ
と
。
こ
の
頃
、
歌
子
は

す
で
に
実
践
女
学
校
を
創
立
し
、
校
長
に
就
任
し
て
い
ま
し

た
が
、
写
真
の
台
紙
に
記
さ
れ
た
肩
書
に
は
、
華
族
女
学
校

学
監
と
常
宮
・
周
宮
両
内
親
王
の
御
用
掛
の
ふ
た
つ
だ
け
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
華
族
女
学
校
開
校
時
に
定
め
ら
れ
た
教
則
は
、
永
田
町
移

転
後
の
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
草
案
と
思
わ
れ
る

資
料
で
す
。
冒
頭
に
は
、
現
状
の
教
則
は
一
般
向
け
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

華
族
の
女
子
に
適
し
た
教
則
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
生
徒
に
は
年
齢
に
あ
っ
た
知
識

を
教
授
す
べ
き
こ
と
、
さ
ら
に
将
来
「
華
族
ノ
母
ト
ナ
ル
ヘ
キ
善
良
ナ
ル
卒
業
生
を
造
リ
出
」

す
こ
と
が
華
族
女
学
校
の
任
務
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

【
翻
刻
】

　
　

※
こ
こ
で
は
《
華
族
女
学
校
教
則
草
案
》
か
ら
、
前
半
部
分
の
み
を
翻
刻
・
掲
載
し
た
。

　

草
案

教
則
ヲ
編
成
ス
ル
ニ
ハ
先
其
生
徒
ヲ
標
準
ト
シ
テ
選
定
セ
サ
ル
可
ラ
ス
能
ク
其
ノ

生
徒
ノ
身
分
ト
境
遇
ト
ヲ
考
ヘ
テ
定
メ
タ
ル
教
則
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
不
可
ナ
リ
故
ニ
華
族

ニ
ハ
華
族
ノ
教
則
ナ
カ
ル
可
カ
ラ
ス
士
民
ニ
ハ
士
民
ノ
教
則
ナ
カ
ル
可
ラ
ス
然
ル
ヲ
一
般
人

民
ノ
子
女
ヲ
教
育
ス
ル
教
則
ヲ
標
準
ト
シ
テ
編
成
シ
タ
ル
教
則
ハ
華
族
ノ
女
子
ニ
不

適
当
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ニ
シ
テ
華
族
女
学
校
ノ
教
則
ハ
華
族
ノ
女
子
ヲ
標
準
ト
シ

テ
編
成
セ
ル
教
則
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
不
可
ナ
リ

教
則
編
成
ニ
於
テ
最
モ
注
意
ス
ヘ
キ
ハ
生
徒
ノ
年
齢
ト
知
識
ノ
度
如
何
ヲ
考
ヘ

テ
年
齢
ト
知
識
ニ
相
当
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
察
ス
ル
ニ
在
リ
現
時
ノ
生
徒
ニ
適
当
ナ
リ

ト
認
ム
ル
モ
他
日
必
ス
難
易
軽
重
其
度
ニ
差
ヲ
生
ス
故
ニ
将
来
ニ
適
当
ナ
ラ
シ
メ
ン
ニ

ハ
能
ク
初
級
ノ
生
徒
ヲ
考
ヘ
テ
其
年
齢
ト
知
識
ト
ハ
如
何
ナ
ル
度
ニ
進
ム
カ
満

六
年
ヨ
リ
入
リ
タ
ル
生
徒
ハ
何
々
級
ニ
至
リ
テ
如
何
ナ
ル
知
識
ト
学
術
ト
ヲ
有
ス
ル
カ
ヲ

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
常
宮
・
周
宮
両
内
親
王
の
御

用
掛
を
拝
命
し
、
正
五
位
に
叙
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
四

年
（
一
九
〇
一
）
に
は
従
四
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

の
名
刺
は
こ
の
期
間
の
間
に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。（
T
）

案
シ
テ
後
諸
学
科
ヲ
課
セ
サ
ル
可
ラ
ス

華
族
女
学
校
ノ
設
立
ハ
明
治
十
八
年
ノ
秋
ニ
シ
テ
当
時
入
学
セ
ル
初
年
級

生
徒
ハ
今
上
等
小
学
三
級
ニ
在
リ
而
他
ノ
諸
級
生
徒
ハ
何
レ
モ
各
種
ノ
学

校
ヨ
リ
転
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
要
ス
ル
ニ
年
齢
ト
学
術
ト
相
応
セ
ス
現
時
各
級
生
徒
ノ

年
令
ヲ
其
級
々
ニ
照
セ
ハ
何
レ
モ
一
二
年
ヲ
超
過
セ
リ
故
ニ
此
生
徒
ヲ
シ
テ
標
準
ト

シ
テ
教
則
ヲ
編
成
ス
ル
ト
キ
ハ
次
学
期
ニ
ハ
又
必
改
正
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
ラ
ン

此
度
ノ
改
正
ニ
生
徒
ヲ
標
準
ト
セ
ン
ニ
ハ
下
等
三
級
生
徒
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
現
三
級
生
徒

尚
且
年
令
ノ
超
過
ヲ
見
ル
然
則
如
何
ニ
シ
テ
可
ナ
ル
ヤ
他
ナ
シ
現
三
級
生
徒
中
ノ

年
令
相
当
ナ
ル
生
徒
ノ
学
術
ト
知
識
ト
ヲ
考
ヘ
テ
之
ヲ
標
準
ト
ナ
ス
ヨ
リ
他
ナ
カ
ル

ヘ
シ
其
相
当
年
令
ヲ
標
準
ト
シ
テ
教
則
ヲ
編
成
セ
ン
ト
セ
ハ
今
日
以
前
程
度

ヨ
リ
遥
ニ
軽
減
セ
サ
ル
可
ラ
ズ
ル
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ

一
般
人
民
ヲ
教
育
ス
ル
現
時
ノ
教
則
ハ
適
当
ナ
リ
ト
仮
定
ス
ル
カ
決
シ
テ
適

当
ナ
リ
ト
認
定
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
之
ヲ
概
論
ス
レ
ハ
非
教
員
ノ
教
授
ス
ル
教
則

ナ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
各
府
縣
ノ
教
則
ニ
従
ヒ
十
分
ニ
真
理
ヲ
論
及

シ
テ
十
分
ニ
生
徒
ノ
脳
裏
ニ
充
ル
ト
セ
ン
カ
生
徒
の
頭
脳
ニ
充
溢
ス
ル
ハ
言
ヲ
待
タ

サ
ル
ナ
リ
不
充
分
ナ
ル
教
授
法
ヲ
以
テ
不
充
分
ナ
ル
教
員
ノ
教
授
ス
ル
コ
ソ
生
徒
ノ

（
不脱

カ

）
仕
合
ナ
リ
ト
言
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

一
般
人
民
ヲ
教
育
ス
ル
ハ
教
則
ナ
リ
一
般
人
民
ノ
子
女
ノ
知
識
ナ
リ
学
芸
ナ
リ
ヲ

鋒
ト
シ
弾
丸
ト
ナ
シ
テ
華
族
女
学
校
ノ
女
子
ニ
需
ム
ル
ハ
其
ノ
需
ム
ル
モ
ノ
ヽ
過
ナ

レ
ハ
之
カ
的
ト
ナ
リ
之
カ
干
ト
ナ
リ
テ
防
禦
ニ
力
ヲ
尽
ス
ル
大
ナ
ル
過
ナ
リ
今
華
族
女
学

校
ノ
教
則
を
編
成
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
確
ト
シ
テ
動
カ
サ
ル
見
識
ナ
カ
ル
可
カ
ラ
ス
動
カ
サ
ル

見
識
ト
ハ
華
族
ノ
女
子
ニ
適
当
ニ
シ
テ
他
ニ
利
用
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
特
別
ノ
教
則
ヲ

編
成
ス
ル
是
ナ
リ

華
族
ノ
女
子
ハ
古
来
特
有
ナ
ル
美
徳
ヲ
存
ス
其
美
徳
ハ
一
般
人
民
ノ
解（

カ
）

シ
得
サ

ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
華
族
女
子
ノ
特
有
ト
シ
テ
倍
々
其
ノ
美
徳
ヲ
養
成
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ

ル
勿
論
ニ
シ
テ
苟
モ
之
ニ
有
害
ナ
リ
ト
認
ル
処
ノ
モ
ノ
ハ
学
科
ナ
リ
芸
術
ナ
リ
又
書

中
文
章
ナ
リ
字
句
ナ
リ
ニ
於
テ
一
々
之
ヲ
除
キ
去
ラ
サ
ル
可
ラ
ス

華
族
女
子
ノ
特
有
ナ
ル
美
徳
ハ
上
古
ヨ
リ
養
ヒ
来
レ
ル
第
二
ノ
天
性
ニ
シ
テ
之
欧
米

ニ
需
ム
ル
モ
決
シ
テ
得
ヘ
カ
ラ
ス
其
徳
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
ハ
一
々
修
身
科
ニ
ア
リ
ト
雖
モ
亦
諸

学
科
中
ニ
モ
之
ヲ
含
有
ス
ル
ヲ
以
テ
学
科
ノ
配
当
モ
亦
普
通
一
般
ノ
教
則
ト
同

ク
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
処
ア
リ
最
モ
注
意
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
ト
信
セ
ラ
ル
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No. 

10

『
和わ

文ぶ
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

』

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）
編

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
序

紙
／
木
版

十
巻

二
三
・
五
×
一
五
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈375.9/Sh51-1

～10

〉

　

下
田
歌
子
が
華
族
女
学
校
の
生
徒
た
ち
に
和
文
、
い
わ
ゆ
る
文
語
体
の
文
章
を
学
ば
せ
る

た
め
に
編
纂
し
た
教
科
書
で
す
。
歌
子
は
そ
れ
ま
で
『
竹
取
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
教

科
書
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
古
典
文
学
に
は
教
材
と
し
て
は
不
適
切
な

部
分
も
あ
る
た
め
、
改
め
て
教
科
書
用
に
編
纂
し
な
お
し
、『
和
文
教
科
書
』
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
歌
子
は
ほ
か
に
も
、『
国
文
小
学
読
本
』
や
『
家
政
学
』
な
ど
の
教
科
書

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。（
T
）

No. 

8
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

永な
が

田た

町
ち
ょ
う

官か
ん

舎し
ゃ

庭に
わ

前ま
え

に
て

職し
ょ
く

員い
ん

一い
ち

同ど
う

と
共と

も

に

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
頃

写
真

一
枚

一
七
・
一
×
二
七
・
二
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2770

〉

No. 

9
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

永な
が

田た

町ち
ょ
う

官か
ん

舎し
ゃ

庭に
わ

前ま
え

に
て

生せ
い

徒と

一い
ち

同ど
う

と
共と

も

に

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
頃

写
真

一
枚

二
〇
・
九
×
二
七
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2771

〉

　

華
族
女
学
校
（
麹
町
区
永
田
町
二
丁

目
）
は
、
現
在
の
国
会
議
事
堂
近
く

に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
議
事
堂
の
東

南
隅
、
衆
議
院
通
用
門
付
近
（
永
田

町
一
丁
目
六
番
地
）
に
下
田
歌
子
の

官
舎
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
官
舎
に

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
転

居
後
か
ら
、
職
を
辞
す
る
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
十
一
月
ま
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。（
O
）

き
侍
る
べ
く
、
は
た
此
母
た
る
も
の
ハ
、
ひ
と
り
女
子
の
母
た
る
の
ミ
に
非
ず
、
御
政
事
に
も
預
り
、�

御
軍
に
も
従
ふ
、
男
子
の
母
と
も
成
ぬ
べ
き
な
れ
バ
、
其
道
々
の
あ
ら
ま
し
を
も
、
大
方
ハ�

し
ら
し
む
べ
く
、
且
何
く
れ
の
学
科
も
、
よ
く
其
法
則
を
定
め
て
、
深
き
意
を
も
、�

き
ハ
め
し
む
べ
し
、
今
此
式
場
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
め
で
た
き
御
有
様
を
、
ミ
奉
る
か
し�

こ
さ
に
、
衆
教
員
に
か
ハ
り
て
、
斯
ハ
聞
え
上
奉
る
に
こ
そ
、
あ
な
か
し
こ
、

華
族
ノ
女
子
ハ
将
来
農
ト
ナ
ラ
ス
商
ト
ナ
ラ
ス
工
ト
ナ
ラ
ス
又
教
師
職
ト
モ
ナ
ラ
サ
ル
ヘ

シ
華

族
ノ
母
ト
ナ
ル
ヘ
キ
善
良
ナ
ル
卒
業
生
ヲ
造
リ
出
セ
ハ
華
族
女
学
校
ノ
任
ハ
尽
セ
リ

ト
信
セ
ラ
ル
故
ニ
総
テ
ノ
学
科
中
ニ
於
テ
苟
モ
農
工
商
等
ニ
属
シ
テ
華
族
ニ
不

用
不
利
ト
認
ム
ル
事
ハ
算
術
ナ
リ
理
科
ナ
リ
読
書
中
ノ
文
章
ナ
リ
一
々
之
ヲ
退
ケ

サ
ル
可
ラ
ス

試
験
ハ
其
教
師
ノ
教
授
セ
ル
学
芸
ノ
生
徒
ノ
脳
裏
ニ
幾
分
ヲ
止
メ
タ
ル
カ
ヲ
試
ミ

ル
マ
テ
ノ
事
ニ
シ
テ
試
験
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
教
師
ニ
於
テ
ハ
明
ニ
之
ヲ
弁
セ
リ
然
ル
ヲ
試

検
ヲ
以
テ
奨
励
ニ
利
用
シ
遂
ニ
其
弊
学
術
ハ
試
検
ノ
使
役
物
ト
ナ
ル
ニ
至
ル

故
ニ
試
検
期
ヲ
定
メ
試
検
法
ヲ
考
窮
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
最
注
意
ヲ
加
ヘ
サ
ル
可
ラ
ス

試
検
ノ
得
点
ニ
於
テ
及
第
落
第
ヲ
定
ム
ル
ト
セ
ハ
其
ノ
定
点
ハ
苛
酷
ニ
失
セ

サ
ル
様
注
意
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
毎
課
得
点
四
十
点
以
上
ヲ
及
第
ト
シ
総
点
数

平
均
五
十
点
以
上
ヲ
及
第
ト
定
ム
ル
コ
ト
最
冀
望
ス
ル
処
ナ
リ

下
等
科
第
三
級
生
ニ
ハ
一
週
廿
八
時
（
間脱

カ

）
即
一
日
五
時
間
ノ
授
業
ハ
多
キ
ニ
過
ク
ル

ヲ
以
テ
該
級
ニ
於
テ
ハ
一
日
四
時
間
ヲ
適
当
ナ
リ
ト
信
セ
ラ
ル
且
満
一
時
ハ

勿
論
長
キ
ニ
過
ク
ル
ヲ
以
テ
四
十
分
時（

マ
マ
）ニ

シ
テ
足
レ
リ
ト
信
セ
ラ
ル

No. 

6
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

行ぎ
ょ
う

啓け
い

（『
聖せ

い

徳と
く

記き

念ね
ん

繪か
い

畫が

館か
ん

壁へ
き

畫が

集し
ゅ
う』

乾け
ん

ノ
部ぶ

よ
り
）

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

紙
／
印
刷

一
枚
（
乾
坤
二
巻
の
内
）

二
四
・
九
×
二
三
・
一
cm

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
華
族
女
学
校
開
校
式

の
よ
う
す
を
描
い
た
も
の
で
す
。
壇
上
の
女
性
が
皇
后
で
、
左
方
で
祝
詞
を
述
べ

て
い
る
の
が
校
長
の
谷
干
城
（
一
八
三
七
―
一
九
一
一
）
で
す
。
下
田
歌
子
は

画
面
奥
右
か
ら
二
番
目
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
原
画
は
明
治
神
宮
外
苑
聖
徳
記
念

絵
画
館
に
設
置
さ
れ
た
壁
画
の
ひ
と
つ
で
、
洋
画
家
・
跡
見
泰
（
一
八
八
四
―

一
九
五
三
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
常
磐
会
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。（
T
）

No. 

7
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

行ぎ
ょ
う

啓け
い

に
対た

い

す
る
答と

う

辞じ

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

紙
／
墨

一
通

二
二
・
五
×
四
五
・
二
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0432

〉

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
華
族
女
学
校
の
開
校
式
に
は
、

皇
后
が
行
啓
し
、
母
と
な
り
子
を
導
き
育
て
る
た
め
に
も
学
術
に
熟
達
す
べ
し
と
の
令
旨
を

下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
そ
の
後
、
校
長
の
谷
干
城
（
一
八
三
七
―
一
九
一
一
）、
生

徒
総
代
の
近
衛
衍
子
（
一
八
六
九
―
一
八
九
一
）、
教
師
総
代
の
下
田
歌
子
の
三
人
が
祝
詞

を
述
べ
て
い
ま
す
。
翌
日
付
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
は
、
こ
の
と
き
の
祝
詞
の
「
大
意
を

筆
記
し
た
る
も
の
」
と
し
て
、
本
資
料
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。（
T
）

【
翻
刻
】

万
の
物
ミ
な
改
り
行
、
此
め
で
た
き
大
御
代
に
あ
ひ
奉
り
て
、

あ
は
れ
何
業
か
進
ま
ざ
ら
ん
、
特
に
此
物
習
ひ
の
道
よ
、
あ
ま
ね
き
大

御
恵
の
露
、
か
ゝ
ら
ぬ
く
ま
な
く
、
大
中
小
の
学
校
に
行
か
ふ
人
、
年
々
三
百

万
を
も
こ
ゆ
と
な
ん
、
此
道
の
さ
か
え
斯
の
如
く
ハ
あ
れ
ど
、
猶
女
子
の
教
を
と
お�

ぼ
し
て
、　

皇
后
の
宮
ハ
、
今
日
此
式
場
に
臨
ま
せ
給
ひ
て
、
更
に
か
し
こ
き
大
御
詞�

を
さ
へ
給
ハ
せ
た
る
、
古
に
今
に
、
聞
も
知
ら
ぬ
例
に
こ
そ
ハ
、
歌
子
等
つ
ゝ
し
ミ
て
、
古�

の
跡
を
思
ひ
侍
る
に
、
嵯
峨
帝
の
皇
后
、
橘
氏
の
為
に
学
館
院
を
た
て
さ�

せ
給
ひ
し
す
ら
、
い
ミ
じ
き
大
御
心
ぞ
と
ハ
、
後
の
世
ま
で
い
ひ
伝
へ
て
、
類
ひ
な
き
例�

に
い
ひ
い
づ
る
を
、
況
て
斯
広
く
し
き
、
遠
く
施
し
給
ハ
む
、
大
御
心
を
、
誰
し
の
人
か
仰
が�

さ
ら
ん
、
歌
子
ら
か
た
じ
け
な
く
、
か
ゝ
る
大
御
代
に
生
れ
あ
ひ
て
、
今
日
の
此
こ
と
に
あ
ひ�

ぬ
る
、
嬉
し
さ
ハ
、
何
事
に
か
よ
そ
へ
侍
る
べ
き
、
い
か
で
今
よ
り
今
日
の
仰
こ
と
を
光
に
し
て
、
く
ら
き
道�

を
も
明
ら
め
、
賢
母
ハ
国
の
幸
福
を
生
む
、
と
い
へ
る
こ
と
わ
り
を
お
し
て
、
ま
こ
と
の
道
に
導�
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No. 

12

『
靖せ

い

獻け
ん

遺い

言げ
ん

』

浅あ
さ

見み

綗け
い

斎さ
い

（
一
六
五
二
―
一
七
一
二
）

江
戸
時
代
か

風
月
荘
左
衛
門
発
行

紙
／
木
版

三
冊
（
八
巻
）

各
二
六
・
四
×
一
八
・
五
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈122-Se17

〉

No. 

13
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

等ら

と
共と

も

に

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

写
真

一
枚

一
二
・
〇
×
一
六
・
三
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2868

〉

No. 

14
鍋な

べ

島し
ま

栄な
が

子こ

宛あ
て

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

書し
ょ

簡か
ん

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
十
年
代
末
～
明
治
二
十
年
代
前
半
頃

紙
／
墨

一
通

一
七
・
八
×
八
三
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0299

〉

No. 

11
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

修し
ゅ
う

身し
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

（『
四し

書し
ょ

摘て
き

』、『
小

し
ょ
う

学が
く

摘て
き

』、『
訓く

ん

蒙も
う

経け
い

語ご

』）

『
四
書
摘
』：

　

華
族
女
学
校
蔵
版
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
再
版

『
小
学
摘
』：

　

華
族
女
学
校
編
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
発
行

『
訓
蒙
経
語
』：

　

川
田
剛
編
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
発
行

紙
／
印
刷

一
綴
（
三
冊
）

各
約
二
一
・
〇
×
一
四
・
五
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈1368

〉

　

華
族
女
学
校
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で

す
。
浅
見
綗
斎
は
儒
学
者
・
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九
―

一
六
八
二
）
の
門
人
で
、
崎
門
三
傑
の
一
人
と
い
わ
れ
て
い

　

華
族
女
学
校
の
生
徒
等
と
と
も
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
。
前

列
の
四
人
は
い
ず
れ
も
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
入
学
の

第
一
期
生
で
、
下
田
歌
子
（
前
列
中
央
）
の
左
隣
に
座
る
「
萬

里
小
路
尚
子
」は
、の
ち
の
本
野
久
子
の
こ
と（
No.�

2
参
照
）。

彼
女
た
ち
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
七
月
に
華
族
女

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。（
T
）

　

侯
爵
夫
人
・
鍋
島
栄
子
（
一
八
五
五
―
一
九
四
一
）
か
ら

の
華
族
女
学
校
の
服
制
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
下

田
歌
子
は
本
書
簡
に
お
い
て
、
簪
や
色
付
き
の
丈
長
を
用
い

ず
、
出
来
る
だ
け
地
味
な
服
装
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

返
答
し
て
い
ま
す
。
歌
子
は
華
族
女
学
校
の
服
制
に
も
意
を

用
い
て
お
り
、
同
校
で
は
開
校
当
初
か
ら
、
皇
后
の
行
啓
時

な
ど
に
非
礼
が
な
い
よ
う
、
宮
中
の
女
官
と
同
じ
よ
う
に
袴

を
穿
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
袴
は
従
来
の
緋
袴

と
指
貫
を
折
衷
し
て
、歌
子
が
新
た
に
考
案
し
た
も
の
で
す
。

（
T
）

※�

本
資
料
の
画
像
お
よ
び
翻
刻
は
、
左
記
よ
り
閲
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

https://opac.jissen.ac.jp/repo/repository/shi

m
oda/0000000333/?lang=0&

m
ode=0&

opkey

=R164588039911254&
idx=1&

codeno=

　

明
治
期
、
漢
文
学
は
基
礎
教
養
で
し
た
。
儒
教
思
想
に
基

づ
い
た
道
徳
教
育
を
行
う
た
め
、
四
書
五
経
を
抜
粋
し
た
教

科
書
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。（
O
）

《下田歌子差出書簡》
（�実践女子大学図書館『下田歌子データ

ベース』より）

No. 

15
美び

人じ
ん

の
郊こ

う

外が
い

写し
ゃ

生せ
い

（『
文ぶ

ん

芸げ
い

倶く

楽ら

部ぶ

』
第だ

い

九
巻か

ん

第だ
い

九
号ご

う

口く
ち

絵え

）

水み
ず

野の

年と
し

方か
た

（
一
八
六
六
―
一
九
〇
八
）

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

木
版
多
色
摺

一
枚

二
二
・
二
×
二
九
・
六
cm

印
章
「
年
方
」
朱
文
楕
円
印

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

No. 

16
王お

う

夫ふ

人じ
ん

（『
文ぶ

ん

芸げ
い

倶く

楽ら

部ぶ

』
第だ

い

十
巻か

ん

第だ
い

二
号ご

う

口く
ち

絵え

）

梶か
じ

田た

半は
ん

古こ

（
一
八
七
〇
―
一
九
一
七
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

木
版
多
色
摺

一
枚

三
〇
・
二
×
二
二
・
二
cm

款
記
「
甲
辰
初
春　

半
古
」

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

　

水
野
年
方
は
月
岡
芳
年
（
一
八
三
九
―
一
八
九
三
）
に
学

ん
だ
浮
世
絵
系
の
日
本
画
家
で
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
数
多

く
の
挿
絵
や
口
絵
を
描
き
、
人
気
を
得
ま
し
た
。
本
作
は
文

芸
雑
誌
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
九
巻
第
九
号
の
口
絵
と
し
て
描

か
れ
た
も
の
で
、
束
髪
に
リ
ボ
ン
を
結
び
、
海
老
茶
色
の
袴

を
穿
い
た
、
当
時
の
典
型
的
な
女
学
生
ス
タ
イ
ル
の
人
物
が

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

華
族
女
学
校
の
制
服
と
し
て
下
田
歌
子
が
考
案
し
た
袴

は
、
そ
の
後
女
学
生
の
間
で
爆
発
的
に
広
ま
り
、
大
流
行
と

な
り
ま
し
た
。（
T
）

　

梶
田
半
古
は
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
、

挿
絵
画
家
と
し
て
も
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
本
作

は
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
十
巻
第
二
号
の
口
絵
と
し
て
描
か
れ

た
も
の
で
、
中
国
の
仙
女
で
西
王
母
の
娘
に
あ
た
る
太
真
王

夫
人
を
、
一
弦
琴
を
抱
え
た
女

学
生
の
姿
で
表
し
た
も
の
。

　

華
族
女
学
校
で
袴
が
採
用
さ

れ
た
当
時
、
特
に
色
の
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
後
海
老
茶
色
の
袴
が
大
流
行

し
、
女
学
生
に
対
す
る
「
海
老

茶
式
部
」
と
い
う
呼
び
名
も
生

ま
れ
ま
し
た
。（
T
）

ま
す
。
終
世
、
敬
神
愛
国
を
説
き
ま
し
た
。
こ
の
著
書
『
靖

獻
遺
言
』
は
、
幕
末
の
尊
王
思
想
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

書
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
O
）
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No. 

17
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

修し
ゅ
う

辞じ

会か
い

朗ろ
う

読ど
く

原げ
ん

稿こ
う

阿あ

波わ

喜き

代よ

子こ

（
生
没
年
不
詳
）

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

紙
／
墨

一
綴

二
四
・
八
×
一
七
・
〇
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈1369

〉

　

修
辞
会
は
生
徒
ら
の
対
話
応
答
の
訓
練
を
目
的
に
は
じ
め

ら
れ
た
も
の
で
、
談
話
や
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明

治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
か
ら
は
年
一
回
、
父
母
ら
を
招

い
て
公
開
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
資
料
は
明
治
三
十
五

年
（
一
九
〇
二
）
五
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
修
辞
会
の
際

の
朗
読
原
稿
で
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
七
月
に
華

族
女
学
校
を
卒
業
し
た
阿
波
喜
代
子
が
読
ん
だ
も
の
で
す
。

内
容
は
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
―
一
八
五
九
）
が
妹
・
千
代

へ
宛
て
た
書
簡
で
、
家
庭
に
お
け
る
母
の
教
え
の
大
切
さ
な

ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

【
翻
刻
】

吉
田
松
陰
之
書

　

安
政
元
年
十
二
月
三
日
野
山
獄
よ
り
其�

　

妹
千
代
子
に
与
へ
し
書

　

明
治
三
十
五
年
五
月
二
十
三
日
修
辞
会
上
に
て�

　

朗
読
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
波
喜
代
子

十
一
月
二
十
七
日
と
日
付
け
御
座
候
御
手
紙
昨
晩
相
と
ゝ�

き
候
か
こ
ひ
内
は
灯
火
暗
く
候
へ
と
も
大
か
い
相
わ
か
り
候�

ま
ゝ
そ
も
し
の
心
中
察
し
や
り
涙
か
出
て
や
ミ
か�

ね
夜
着
を
か
ふ
り
て
ふ
せ
り
候
へ
共
い
よ
〳
〵
な
み
た�

に
む
せ
ひ
つ
い
に
そ
れ
な
り
に
ね
入
り
候
へ
と
も
ま
な
く�

目
か
さ
め
終
夜
ね
入
り
不
申
色
々
な
る
事
思
ひ
出�

し
申
し
候
そ
も
し
や
父
母
様
や
兄
様
の
御
か
け�

に
て
着
物
も
暖
か
に
た
へ
も
の
も
豊
か
に
あ
ま
つ�

さ
へ
筆
紙
書
物
ま
て
何
一
つ
不
足
な
く
寒
さ
に�

ま
け
不
申
候
間
御
安
心
可
被
成
そ
も
し
御
家
を
は�

様
も
御
な
く
な
り
な
さ
れ
候
事
な
れ
は
そ
も
し
万�

た
ん
心
か
け
候
は
て
は
相
す
ま
ぬ
事
殊
に
を
ち
様�

も
年
増
し
御
よ
は
ひ
高
く
被
成
事
ゆ
ゑ
別
し
て�

御
孝
養
を
尽
し
た
へ
か
し
又
万
子
も
日
々
ふ
と
り�

可
申
候
へ
は
心
を
用
ひ
そ
た
て
候
へ
赤
穴
の
は
あ
様�

は
御
ま
め
に
候
や
御
老
人
の
御
こ
と
万
事
気
を�

つ
け
て
上
け
候
へ
か
ゝ
る
御
老
人
は
家
の
重
宝
と
申�

も
の
に
て
金
に
も
玉
に
も
か
へ
ら
る
ゝ
も
の
に
無
之
候�

そ
も
し
事
は
幼
き
折
よ
り
心
得
よ
ろ
し
き
も
の
と
思
ひ�

一
し
ほ
親
し
く
思
ひ
し
か
此
程
御
文
拝
し
い
ら
さ
る
事
迄�

申
遣
し
候
な
り�

別
に
下
ら
ぬ
と
三
四
枚
し
た
ゝ
め
遣
し
候
間
お
と
ゝ
様
か�

梅
兄
さ
ま
に
読
よ
き
様
写
し
も
ら
ひ
少
し
は
心
得
の�

種
に
も
な
り
可
申
候
扨
御
多
用
の
中
に
も
手
習
読
物�

等
は
心
か
け
候
へ
正
月
に
は
百
一
日
は
や
ふ
入
り
出
来
可
申
哉�

兄
様
乃
御
休
日
を
撰
ひ
参
り
て
心
得
に
な
る
噺
と
も�

聞
き
候
へ
拙
も
其
日
知
り
候
は
ゝ
昔
噺
な
り
と
も
認
め�

つ
か
は
し
可
申
又
正
月
に
は
何
処
も
つ
ま
ら
ぬ
遊
ひ
こ
と�

を
す
る
事
に
候
間
そ
れ
よ
り
か
心
得
に
な
る
本
な
り
と
も�

読
て
も
ら
ひ
候
へ
貝
原
先
生
の
大
和
俗
訓
家
道
訓
等�

は
丸
き
耳
に
も
よ
く
聞
ゆ
る
も
の
に
候
扨
ま
た
別
に�

認
め
た
る
文
に
付
歌
を
よ
み
候
こ
ゝ
に
記
し
申
候�

　

た
の
も
し
や
ま
こ
と
の
心
か
よ
ふ
ら
ん
文
み
ぬ
先
に�

君
を
思
ひ
て
」
右
し
た
ゝ
め
た
る
は
そ
も
し
を
思
ひ
候�

よ
り
筆
を
と
り
ぬ
る
か
其
夜
そ
も
し
の
文
の
到
来�

せ
し
は
定
め
て
誠
の
心
文
よ
り
先
に
参
り
た
る
か
と
頼
母
し
う
存
し
候�

ま
ゝ
か
く
よ
み
た
り
」

凡
人
の
子
の
か
し
こ
き
も
愚
な
る
も
よ
き
も
あ
し
き
も
大�

抵
父
母
の
教
に
よ
る
事
な
り
就
中
男
子
は
多
く
は
母�

乃
教
を
う
く
る
事
ま
た
其
大
か
い
な
り
乍
去
男�

子
女
子
と
も
に
十
才
以
下
は
母
の
教
を
う
く
る
こ
と�

一
し
ほ
多
く
父
は
厳
に
し
て
母
は
親
し
父
は
常
に
外�

に
出
て
母
は
常
に
内
に
あ
れ
は
な
り
然
ら
は
子
の
賢�

愚
善
悪
に
関
す
る
所
な
れ
は
母
の
教
ゆ
る
か
せ�

に
す
へ
か
ら
す
併
し
其
教
と
申
す
も
十
歳
以
下
の�

小
児
の
こ
と
な
れ
は
言
語
に
て
さ
と
す
へ
き
に
あ
ら
す�

只
正
し
き
を
以
て
感
す
る
の
外
あ
る
へ
か
ら
す
昔
聖
人�

乃
作
法
に
は
胎
教
と
申
こ
と
あ
り
子
胎
内
に
舎
れ
ハ�

母
は
言
語
立
居
よ
り
た
へ
も
の
に
至
る
迄
万
事�

心
を
用
ひ
正
し
か
ら
ぬ
こ
と
な
き
様
に
す
れ
は
生
れ
る�

子
形
体
正
し
く
器
量
人
に
勝
る
な
り
物
知
ら
ぬ
人�

の
心
に
て
胎
内
に
舎
れ
る
見
聞
き
せ
す
物
も
言
は
ぬ
も�

の
ゆ
ゑ
母
か
行
正
し
く
し
た
り
と
て
な
と
か
通
す�

へ
き
と
思
ふ
へ
け
れ
と
こ
は
道
理
を
し
ら
ぬ
故
合
点�

行
か
ぬ
な
り
凡
人
は
天
地
の
正
し
き
気
を
得
て
形
を
拵�

へ
天
地
の
正
し
き
理
を
得
て
心
を
拵
へ
た
る
も
の
な
れ
は�

た
ゝ
し
き
は
習
は
す
教
へ
す
し
て
自
然
持
得
る
道�

具
な
り
是
を
正
し
き
を
感
す
る
と
申
な
り
ま
し
て�

生
れ
出
て
目
も
見
へ
耳
も
聞
え
口
も
物
言
ふ
に
至
り�

て
は
た
と
へ
小
児
な
れ
は
と
て
何
と
て
正
し
き
に
感
せ
さ
ら
ん�

や
扨
又
正
し
き
は
人
の
持
前
と
は
申
せ
と
も
人
は
至
り
て�

さ
と
き
者
故
正
し
か
ら
ぬ
事
に
感
す
る
も
亦
速
か
な
り
能
々�

心
得
へ
き
事
な
ら
す
や
因
て
茲
に
人
の
母
た
る
へ
き
も
の
ゝ�

行
ふ
可
き
大
切
な
る
事
を
記
す
此
他
少
き
事
は
記
さ�

す
人
々
弁
ふ
所
な
れ
は
略
し
置
ぬ�

一
、
夫
を
敬
ひ
舅
姑
に
事
ふ
る
は
大
切
な
る
事
に
て
婦
た
る�

者
の
行
こ
れ
に
過
き
た
る
な
し
然
れ
と
も
誰
し
も
心
得�

ぬ
る
も
の
な
れ
は
不
申
と
も
す
む
へ
し
扨
肝
要
は
元�

祖
以
下
代
々
の
先
祖
を
ゆ
る
か
せ
に
す
れ
は
其
家
必�

衰
ふ
る
も
の
な
り
凡
人
家
の
先
祖
と
申
も
の
は
或
は
馬�

に
乗
り
槍
を
提
け
数
度
の
戦
場
に
身
命
を
擲
ち�

主
恩
の
為
に
働
き
た
る
か
或
は
数
十
年
役
義
を
精
励�

し
尋
常
な
ら
ぬ
績
を
立
て
た
る
か
或
は
武
芸
人
に
勝
れ�

た
る
か
文
学
世
に
聞
え
た
る
か
何
に
も
せ
よ
一
方
な�

ら
ぬ
こ
と
あ
り
て
こ
そ
百
石
な
り
五
十
石
な
り
知
行
を
賜�

り
子
孫
に
伝
ふ
る
な
り
其
以
下
の
先
祖
と
申
す
も
の�

も
夫
々
御
奉
公
其
節
を
遂
け
た
れ
は
こ
そ
元
祖
同
様�

に
知
行
を
賜
り
ぬ
る
事
な
り
こ
の
処
を
能
々
考
へ
こ
の�

一
粒
も
先
祖
の
御
蔭
と
申
こ
と
を
寝
て
も
覚
め
て
も�

忘
る
ゝ
こ
と
な
く
そ
の
忌
命
日
に
は
先
祖
の
事
を�

思
ひ
出
し
身
を
潔
く
し
体
を
清
め
是
を
祭
り
奉
り
等�

す
へ
し
又
一
事
を
行
ふ
に
も
先
祖
に
告
け
奉
り
て
後�

行
ふ
様
に
す
へ
し
左
す
れ
は
自
ら
邪
事
な
く
す
る�

事
為
事
皆
道
理
に
叶
ひ
て
其
家
自
ら
繁
昌
す�

る
も
の
な
り
若
し
此
心
得
な
く
己
か
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ
て�

吾
儘
一
杯
を
働
き
な
は
如
何
て
其
家
衰
微
せ
さ�

ら
む
や
聖
人
の
教
は
死
去
り
て
世
に
有
玉
は
ぬ
親�

先
祖
に
事
ふ
る
現
在
の
親
祖
父
に
事
ふ
る
如
く
す
へ�

し
と
あ
り
今
親
祖
父
現
在
し
給
へ
は
何
事
も
思
召�

を
伺
ひ
て
こ
そ
行
ふ
へ
き
に
世
に
居
給
は
ぬ
と
て
先
祖�

の
御
心
を
も
察
し
奉
ら
す
吾
儘
許
り
働
く
は
是
を�

先
祖
を
死
せ
り
と
申
す
勿
体
な
き
事
な
り�

婦
人
は
己
か
生
れ
た
る
家
を
生（

出
）

て
ゝ
人
の
家
に
ゆ
き
た
る�

身
な
り
然
れ
は
己
か
生
れ
た
る
家
は
先
祖
の
大
切
な�

る
事
は
生
れ
落
つ
る
時
よ
り
弁
へ
知
る
へ
け
れ
と
や
ゝ
も�

す
れ
は
行
き
た
る
家
は
先
祖
の
大
切
な
る
に
思
ひ�

付
か
ぬ
事
も
あ
ら
ん
能
々
心
得
へ
し
人
の
家
か
己
か
家�

な
り
故
に
其
の
家
の
先
祖
は
己
か
先
祖
な
り
ゆ
る
か�

せ
に
す
る
事
勿
れ
又
先
祖
の
行
状
功
績
等
を
も
委�

し
く
心
得
置
き
子
供
等
へ
昔
噺
の
如
く
は
な
し
聞
す�

可
大
に
益
あ
る
事
な
り
」�

一
、
神
明
を
崇
め
尊
ふ
へ
し
大
日
本
国
と
申
国
は�

神
国
と
申
奉
り
て
神
々
様
の
開
き
給
へ
る
御
国
な
り�

然
れ
は
こ
の
尊
き
御
く
に
に
生
れ
た
る
者
は
貴
と
な
く�

賤
と
な
く
神
々
様
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
す
ま
ぬ
こ
と�

な
り
併
し
世
俗
に
も
神
信
心
と
い
ふ
こ
と
を
す
る
人
も�

あ
れ
と
大
抵
心
得
違
ふ
な
り
神
前
に
詣
り
て�

拍
手
を
打
ち
立（

マ
マ
）て

身
出
世
を
祈
り
た
り
長
命�

富
貴
を
祈
り
た
り
す
る
は
皆
大
間
違
な
り
神
と
申�

も
の
は
正
直
な
る
事
を
好
ミ
又
清
浄
な
る
事
を�

好
ミ
給
ふ
夫
故
神
を
拝
む
に
は
先
己
か
心
を
正
直�

に
し
て
又
己
か
体
を
清
浄
に
し
て
外
に
何
心
な
く
た
ゝ�

謹
ミ
拝
む
へ
し
是
を
誠
の
神
信
心
と
申
な
り�

其
信
心
か
精（

積
）

り
行
け
は
二
六
時
中
己
か
心
か
正
直�

に
て
体
か
清
浄
な
る
是
を
徳
と
申
な
り
菅
丞
相
の�

御
歌
に

心
た
に
ま
こ
と
の
道
に
か
な
ひ
な
は

　
　
　

い
の
ら
す
と
て
も
神
や
ま
も
ら
む

又
俗
に
神
は
正
直
の
頭
に
舎
る
と
い
ひ
信
あ
れ
は
徳

な
り
と
い
ふ
能
々
考
へ
て
見
る
へ
し
」

一
親
族
を
睦
し
く
す
る
事
大
切
な
り
是
も
大
抵
人

心
得
る
事
な
り
従
兄
弟
と
申
も
の
兄
弟
へ
さ
し�

つ
ゝ
き
て
親
し
む
へ
し
然
る
に
世
の
中
従
兄
弟
と�

な
れ
は
甚
疎
き
も
の
多
し
能
々
考
へ
て
み
る
へ
し�

吾
か
従
兄
弟
と
申
は
父
母
に
は
姪
な
り
祖
父
母
よ
り�

見
れ
は
同
じ
く
孫
な
り
左
す
れ
は
父
母
祖
父
母
の�

心
に
な
り
て
見
れ
は
従
兄
弟
は
決
し
て
疎
く
は
な
ら�

ぬ
な
り
併
な
か
ら
従
兄
弟
の
う
と
き
は
元
来
祖
父�

母
父
母
の
を
し
へ
の
行
と
ゝ
か
ぬ
な
り
子
を
教
ふ
る
も
の�

心
得
へ
き
な
り
凡
ソ
人
の
力
と
思
ふ
も
の
は
兄
弟
に
過
く�

る
は
な
し
若
し
不
幸
に
し
て
兄
弟
な
き
も
の
は
従
兄�

弟
に
如
く
は
な
し
従
兄
弟
の
年
齢
も
互
い
に
似
寄
り�

物
学
ひ
し
て
は
師
匠
よ
り
教
を
う
け
書

（
マ
マ
）を

さ
ら
へ�

事
を
相
談
し
て
父
母
の
命
に
そ
む
か
ぬ
如
く
計�

ふ
は
皆
他
に
て
届
く
こ
と
に
あ
ら
す
此
処
よ
く
〳
〵�

考
ふ
へ
き
事
な
り�

右
に
記
し
ぬ
る
は
先
祖
を
尊
む
と
神
明
を
崇
む
と�

親
族
を
睦
し
く
す
る
と
以
上
三
事
な
り
是
か
子
を
育�

つ
る
に
は
大
切
な
る
事
な
り
父
母
た
る
者
此
行
あ
れ
ハ�

子
供
は
誰
を
し
ふ
る
と
な
く
自
ら
正
し
き
こ
と
を
見�

習
ひ
て
か
し
こ
く
も
よ
く
も
な
る
も
の
な
り
扨
又
子
供�

の
成
長
し
て
人
の
申
こ
と
も
耳
に
人

（
マ
マ
）れ

う
や
う
に
成
る
か�

ら
は
右
等
の
こ
と
を
本
と
し
て
古
今
の
種
々
な
る
物�

語
り
を
致
し
き
か
す
へ
し
子
供
の
時
き
ゝ
た
る
事
は�

年
を
と
り
て
も
忘
れ
ぬ
も
の
な
れ
は
埒
も
な
き
事
を�

申
聞
す
る
よ
り
は
少
な
り
と
も
善
き
事
を
き
か
す
に�

如
く
は
な
し
杉
の
家
法
に
世
の
及
ひ
難
き
美
事
あ
り�

一
に
は
先
祖
を
尊
ひ
給
ひ
二
に
は
神
明
を
崇
め
給
ひ�

三
に
は
親
族
を
睦
し
く
し
給
ひ
四
に
は
文
学
を
好
ミ
た
ま
ひ�

五
に
は
仏
法
に
惑
ひ
給
は
す
六
に
は
田
畠
の
こ
と
を
親
し�

給
ふ
の
類
な
り
是
等
の
事
み
な
兄
弟
の
仰
き
法
る�

へ
き
処
な
り
皆
々
能
心
か
く
へ
し
是
則
孝
行
と
申
も
の
な
り
」
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No. 

18
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

祝し
ゅ
く

辞じ

細ほ
そ

川か
わ

潤
じ
ゅ
ん

次じ

郎ろ
う

（
一
八
三
四
―
一
九
二
三
）

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

紙
／
墨

一
枚

三
九
・
四
×
五
二
・
〇
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0793

〉

　

皇
后
の
誕
生
日
に
際
し
、
校
長
・
細
川
潤
次
郎
が
献
上
し
た
祝
辞
で
す
。
女
子
教
育
に
熱

心
で
あ
っ
た
皇
后
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
仮
皇
居
と
し
て
お
住
ま
い
だ
っ

た
赤
坂
離
宮
（
現
在
の
迎
賓
館
）
か
ら
、
し
ば
し
ば
、
多
く
の
女
官
と
と
も
に
歩
い
て
、
華

族
女
学
校
を
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
O
）

　

こ
の
演
説
の
中
で
、「
女
の
徳
は
、
寒
松
の
霜
雪
に
耐
へ
、
垂
柳
の
暴
風
に
折
れ
ぬ
力
に

も
た
と
へ
、
柔
か
な
る
中
に
も
一
節
犯
し
難
き
所
あ
る
べ
し
。
総
じ
て
内
に
剛
に
、
外
に
柔

な
る
ぞ
よ
き
。」
と
女
性
の
徳
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
学
問
、
社
会
的
活
動
に
対
す

る
世
間
の
偏
見
（
明
治
期
）
に
抗
す
る
姿
勢
を
自
分
自
身
に
照
ら
し
て
、
贈
る
言
葉
と
し
て

い
ま
す
。（
O
）

【
翻
刻
】

乾
坤　

合
徳
覆
載
之
思
始
備
日
月
重
光
照
臨

之
道
無
虧
恭
惟　

皇
后
陛
下
粹
質
含
章
芳

容
発
秀
幽
閒
貞
静
実
是
宮
闈
之
表
恭
倹
仁

慈
自
為
風
教
之
基
祇
承　

宗
廟
以
御
家
邦

皇
風
遍
被
至
沢
旁
流
朝
野
同
懽
臣
民
共

恃
臣
等
幸
生
明
時
喜
逢　

聖
節
窃
擬

華
封
之
三
祝
将
歌
天
保
之
九
如

　

明
治
三
十
一
年
五
月
二
十
八
日

　
　
　
　

華
族
女
学
校
長
細
川
潤
次
郎

【
翻
刻
】※�

本
資
料
に
は
同
内
容
の
演
説
が
文
語
体
、
口
語
体
で
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は

文
語
体
の
も
の
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
全
文
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
久
保
貴
子
「
下
田
歌
子

文
書
（
一
）
―
翻
刻
―
」（『
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
年
報
』
第
八
号
、
令
和
四
年

三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

今
日
ハ
、
辱
な
く
も
我
が�

皇
后
陛
下
、
本
校
に
御
親
臨
遊
ば
さ
れ
、
本
校
生
徒
卒
業
式
、
並�

び
に
、
本
校
移
転
式
を
、
御
覧
ぜ
ら
る
。
実
に
、
開
校
以
来
の
、
盛
典
な
り
。�

且
つ
、
朝
野
貴
紳
の
、
斯
く
も
、
賁
臨
な
り
し
ハ
、
本
校
の
面
目
、
此
上
も
無�

き
事
と
云
ふ
べ
し
。
感
謝
、
胸
間
に
満
ち
て
謝オ

ン

辞レ
イ

ハ
、
口
に
申
し
尽�

し
難
し
。
さ
て
、
今
日
の
、　

大
御
旨
の
奉カ

シ
コ
マ
リ答

、
又
、
新
校
移
転
の
事
抔�

ハ
、
校
長
、
及
び
、
幹
事
よ
り
も
、
云
は
れ
た
れ
バ
、
余

ワ
タ
ク
シハ

、
是
よ
り
、
卒
業
生�

徒
に
就
き
て
、
概ア

ラ

略マ
シ

を
申
し
上
げ
ん
。
本
校
ハ
、
明
治
十
八
年
、
九
月
の�

創
設
に
て
、
爾
来
、
年
を
閲フ

る
こ
と
五
年
、
即
ち
、
第
四
学
期
を
経�

能
く
慈
み
、
且
つ
、
嬢
等
が
、
自
か
ら
、
学
び
た
る
道
を
以
て
、
能
く
、
其
子
を

薫
陶
せ
ら
れ
ん
に
ハ
、
今
古
の
、
賢
母
慈
母
に
も
必
ず
、
恥
づ
る
事
な
か
る

べ
し
。
仮タ

ト
ヒ令

、
嬢
等
ハ
、
将
来
如
何
な
る
境
遇
に
立
つ
と
も
、
畢
生
の
行
為

ハ
、
此
精
神
に
背
く
事
な
き
ハ
、
余

ワ
タ
ク
シの

、
固
く
信
じ
て
、
疑
は
ざ
る
所
な
り
。
こ

れ
、
畢
竟
、
嬢
等
が
、
天
資
の
然
ら
し
む
る
所
な
る
可
け
れ
ど
も
、
抑
も
、
又

多
年
、
刻
苦
勉
励
の
、
効
果
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。

今
、
嬢

ア
ナ
タ

等ガ
タ

ハ
、
学
業
を
卒
へ
て
、
此
校
を
去
ら
る
ゝ
な
る
が
、
こ
れ
よ
り
ハ
、
如イ

カ
ニ何

し
て
、
学
問
を
な
さ
ん
と
、
思
ひ
給
ふ
か
。
学
問
の
道
ハ
、
嬢
等
、
終
身
、
廃
棄

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
也
。
学
問
の
光
り
ハ
、
能
く
世
路
を
照
ら
し
て
、
嬢
等
を

し
て
、
暗
夜
に
、
さ
ま
よ
ふ
事
な
か
ら
し
む
べ
し
。
学
問
の
力
ハ
、
能
く
、
百
難

を
凌
ぎ
、
千
辛
万
苦
に
堪
へ
、
常
に
嬢
等
を
し
て
、
安
全
の
、
地
位
に
立
た

し
む
べ
し
。
学
問
の
効
ハ
、
能
く
、
嬢
等
の
志
し
を
達
せ
し
め
、
其
行
ひ
を
正

し
く
し
、
其
徳
を
高
か
ら
し
め
、
凡
そ
、
嬢
等
畢
生
の
、
保
護
者
と
な
る
也
。

さ
れ
バ
、
嬢
等
ハ
、
如
何
に
し
て
も
、
学
問
を
、
廃
棄
す
る
事
あ
る
可
か
ら
ず
。

学
問
と
い
へ
る
も
の
ハ
、
師
に
就
き
、
書
冊
を
携
へ
、
終
日
の
誦
読
を
、
専

業
と
す
る
、
の
み
の
も
の
に
非
ず
。
幼
少
の
時
、
学
校
に
入
り
て
、
修
業
し
た

り
と
て
、
其
学
問
の
筋
道
を
探
り
、
其
区
別
を
、
知
り
た
る
迄
の
事
な
り
。

学
問
ハ
、
こ
れ
迄
、
嬢
等
が
な
せ
る
方
法
の
外
ハ
、
な
き
も
の
と
、
思
ふ
べ
か
ら

す
。
今
、
嬢
等
が
、
此
校
を
出
で
ら
る
ゝ
ハ
、
更
に
こ
れ
よ
り
、
世ヨ

ノ

間ナ
カ

と
い
ふ
、
大
い
な
る

学
校
に
、
入
る
べ
き
進
路
な
り
と
、
思
ひ
給
ふ
べ
し
。
日
々
、
履
む
べ
き
課
業
ハ
、

忠
な
り
、
孝
な
り
、
悌
な
り
、
信
な
り
、
皆
其
学
問
な
ら
ざ
る
者
な
し
。
こ
れ
、
即

ち
、
修
身
の
実
学
な
り
。
又
、
其
家
事
を
執
る
に
至
ら
バ
、
自
か
ら
、
衛
生
な

り
、
育
児
な
り
、
教
育
な
り
、
数
学
な
り
、
裁
縫
な
り
、
許ア

マ

多タ

の
課
業
を
、
実

地
に
学
ぶ
も
の
な
り
、
又
□

（
破
損
）務

に
当
れ
ら
ハ
、
或
は
、
交
際
し
、
或
ハ
、
旅
行
し
、

或
ハ
、
通
信
往
復
す
る
等
、
即
ち
、
文
学
な
り
、
地
理
な
り
、
歴
史
な
り
、
動
植

物
な
り
、
図
画
な
り
、
習
字
な
り
、
音
楽
な
り
、
総
べ
て
、
応
用
の
、
学
科
な
ら

ざ
る
ハ
な
し
。
而サ

ウ

し
て
、
猶
、
書
籍
に
就
き
て
も
、
学
ば
ん
と
な
ら
バ
、
其
実
務

を
な
し
つ
ゝ
も
、
こ
れ
を
な
し
得
べ
き
、
余
地
ハ
幾
ば
く
も
あ
る
べ
し
。
天
地
間

何
も
の
か
、
学
問
の
、
資
け
な
ら
ざ
ら
ん
。
世
間
何
も
の
か
、
皆
、
己
れ
の
師
な
ら

ざ
ら
ん
。
彼
の
薪
を
採
り
、
潮
を
汲
ミ
て
も
、
和
歌
を
口
ず
さ
み
、
砂
に

跡
を
つ
け
、
蒲
を
編
み
て
も
、
文
字
を
習
ひ
得
た
る
例
し
、
あ
る
に
非
ず
や
。

て
、
今
回
、
始
め
て
、
全
科
卒
業
証
書
を
、
授
与
せ
ら
る
ゝ
な
り
。
其
人
々
ハ
、�

高
等
中
学
科
一
（
級
生
）
井
上
郁
（
子
）、
萬
里
小
路
久
子
、
黒
川
千
春
子
、�

三
島
園
子
の
四
名
な
（
り
）
元
来
本
校
の
学
制
に
よ
れ
バ
、
小
学
初�

年
よ
り
、
中
学
の
終
り
迄
、
満
十
二
ヶ
年
の
、
修
学
を
な
さ
ゝ
れ
バ
、
業�

を
卒
る
、
こ
と
能
は
す
。
さ
れ
ど
、
此
人
々
が
、
本
校
へ
入
学
し
た
る
ハ
、
即
ち
、�

本
校
開
始
の
当
時
に
し
て
、
既
に
、
応
分
の
学
力
あ
り
し
故
、
入
学
試
験�

の
成
蹟
に
よ
り
て
、
初
等
中
学
一
級
に
、
編
入
せ
ら
れ
し
な
り
。
其
れ
よ�

り
、
本
校
に
あ
る
事
、
満
四
ヶ
年
間
、
蛍
雪
の
労
を
積
み
て
、
今
ハ
、
和
漢
文�

歌
語
、
数
学
、
地
理
、
歴
史
、
物
理
、
化
学
、
博
物
、
生
理
、
教
育
、
家
政
、
裁
縫
習�

字
、
図
画
、
音
楽
、
体
操
等
の
、
各
学
科
を
、
全
く
卒
へ
て
、
此
盛
典
に
、
あ
ふ�

の
栄
に
達
せ
し
な
り
。�

さ
て
、
こ
れ
よ
り
ハ
、
卒
業
生
徒
の
、
方
々
に
申
さ
ん
。
古
来
、
我
が
国
の
女
子�

ハ
、
そ
も
、
幾
億
万
人
か
あ
り
し
。
而サ

ウ

し
て
、
我
が�

皇
后
陛
下
の
、　

御
令
旨
に
よ
り
て
、
建
て
さ
せ
ら
れ
た
る
、
本
校
の
如�

き
、
校
舎
に
入
り
て
教
育
を
受
け
た
る
者
、
幾
人
か
あ
り
し
。
更
に
、
一�

人
も
無
か
る
べ
し
。
今
、
管タ

ダ

、
嬢

ア
ナ
タ

等ガ
タ

あ
る
の
み
な
り
。
若
し
、
余
の
如
き
も
の
も
、�

嬢ア
ナ
タ

等ガ
タ

と
、
齢
を
同
じ
う
す
る
時
に
生
れ
て
、
嬢

ア
ナ
タ

等ガ
タ

と
、
斯
く
の
如
き
校
舎�

に
入
り
て
、
完
全
の
教
育
を
受
く
る
を
得
バ
、
将
来
の
楽
し
み
ハ
、
如イ

何カ

許バ
カ

り�

な
ら
ん
。
嬢
等
の
幸
福
ハ
、
実
に
、
羨
む
べ
き
也
。�

凡
そ
、
人
間
一
生
の
、
禍
福
の
分
る
ゝ
所
ハ
、
実
に
、
幼
き
時
の
、
習
性
、
即
ち
教�

育
の
、
如
何
に
あ
る
也
。
故
に
、
道
を
学
び
志
し
を
立
て
、
行
ひ
を
正
し
く
し�

能
く
、
其
徳
を
全
う
す
る
に
至
る
ハ
、
全
く
、
其
幼
き
時
、
習
性
の
良
き
に
、
よ�

る
も
の
な
り
。
我
々
が
如
き
、
学
ば
ん
と
欲
す
る
も
、
校
舎
な
く
、
修
め
ん
と�

欲
す
る
も
、
師
に
乏
し
き
僻
地
に
生
れ
然シ

カ

も
、
婦
人
は
、
僅
に
、
人
類
の
一�

部
た
る
に
、
過
ぎ
ず
と
、
云
は
れ
し
時
代
に
あ
り
た
る
も
の
す
ら
、
今
日�

あ
る
に
至
り
し
ハ
、
実
に
、
偉
に
、
志
し
た
る
、
学
び
の
道
の
恵
み
な
り
。
然�

る
に
、
嬢

ア
ナ
タ

等ガ
タ

ハ
、
多
年
、
此
校
に
あ
り
て
、
能
く
、
其
道
を
学
び
、
其
忠
君
愛�

国
の
精
神
ハ
、
素
よ
り
、（
他
）
に
譲
る
事
（
な
）
く
、
其
父
母
に
孝
な
る
、
兄
弟
姉
妹

に
友
愛
な
る
ハ
、
云
ふ
（
迄
）
も
な
く
、
人
の
婦
と
な
る
に
至
ら
バ
、
其
貞
其
節
、

お
さ
〳
〵
往
古
の
、
節
婦
貞
女
に
も
譲
る
事
な
く
、
又
、
人
の
母
と
な
る

に
至
ら
バ
、
嬢
等
を
、
嬢
等
の
父
母
の
、
愛
育
し
た
る
と
同
し
く
、
能
く
愛
し
、

No. 

19
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

第だ
い

一い
っ

期き

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

授じ
ゅ

与よ

式し
き

演え
ん

説ぜ
つ

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

紙
／
墨

一
綴

二
八
・
六
×
二
〇
・
三
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0059

〉
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此
他
、
嬢

ア
ナ
タ

等ガ
タ

が
、
既
に
、
読
み
来
れ
る
所
の
、
史
伝
中
、
こ
れ
ら
の
類
ハ
、
猶
、
許ア

マ

多タ

あ
り
し
な
る
べ
し
。
況マ

シ

て
、
嬢
等
ハ
、
生
れ
な
が
ら
、
我
が
国
、
貴
女
の
地
位
を
得

た
る
ゝ
な
れ
バ
、
学
問
の
余
裕
、
猶
幾
ば
く
も
あ
る
べ
し
。
否
々
、
嬢
等
ハ
、
今

よ
り
、
世
間
と
い
ふ
、
大
学
校
に
入
り
て
、
自
か
ら
、
修
業
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
た
ゞ
、
其

然
る
と
、
然
ら
ざ
る
と
ハ
、
嬢
等
が
、
志
し
の
、
一
点
に
存
せ
り
と
云
ふ
べ
し
。

更
に
、
進
ん
で
、
ま
た
、
一
言
せ
ざ
る
へ
か
ら
ず
。
こ
れ
、
他
な
し
。
目
下
、
日
本
婦
人
ハ
、

殊
に
、
至
難
の
地
位
に
、
立
て
り
と
い
ふ
事
、
是
な
り
。
嬢
等
も
、
こ
れ
よ
り
、
世
に

交
は
る
に
及
ば
ゝ
、
実ゲ

に
、
然
る
事
あ
り
と
、
覚サ

ト

る
べ
き
也
。
こ
れ
、
恰
も
、
世
運
の

変
遷
と
同
じ
く
、
女
子
の
風
儀
の
、
進
化
す
る
時
代
に
於
て
、
免マ

ヌ
ガ

る
能
ハ
ざ

る
理
数
に
し
て
、
実
に
、
ま
た
、
為
ん
方
も
な
き
事
な
り
。
此
時
に
当
り
て
ハ
、

た
ゞ
、
何
事
も
、
己
れ
を
守
り
、
道
を
蹈
み
、
更
に
余
念
な
き
、
覚
悟
な
か
る

可
か
ら
ず
。
さ
て
、
女
子
た
る
も
の
ハ
、
先
づ
、
優
に
や
さ
し
く
、
大
ら
か
に
恭
し

か
る
べ
し
、
例
へ
バ
、
麗ウ

ラ

々〳
〵

と
、
長ノ

ド
カ閑

な
る
春
の
花
園
に
、
吹
く
と
し
も
な
き
風
の
、

打
そ
よ
ぎ
て
、
こ
れ
に
向
は
ん
人
ハ
、
自
か
ら
、
心
も
緩
や
か
に
お
ぼ
え
て
、
打
ち

も
笑
ま
れ
ぬ
べ
く
ぞ
あ
ら
ま
ほ
し
き
。
さ
れ
ど
、
柔
か
な
る
が
よ
し
と
て
、
事

に
臨
み
て
、
立
て
た
る
操
も
な
く
、
な
よ
〳
〵
と
し
て
、
あ
れ
か
し
と
云
ふ

に
ハ
非
ず
。
女
の
徳
ハ
、
寒
松
の
霜
雪
に
堪
へ
、
垂
柳
の
暴ア

ラ
シ風

に
折
れ
ぬ
、

力
に
も
、
譬
へ
、
柔
か
な
□（

破
損
）□

に
も
、
一ヒ

ト

節フ
シ

、
犯
し
難
き
所
あ
る
べ
し
。
総
じ
て
、

内
ハ
剛
に
、
外
ハ
柔
な
る
そ
よ
き
。
こ
れ
ら
の
事
を
記
憶
し
て
、
能
く
、
こ
れ
を

実
地
に
、
施
さ
れ
な
バ
、
ま
た
、
大
い
な
る
過
ち
な
か
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
嬢

ア
ナ
タ

等ガ
タ

、
能
く

道
を
行
ひ
て
、
己
れ
に
恥
づ
る
、
事
な
し
と
思
ひ
た
り
と
も
、
世
の
人
の
、
口
さ
が

な
く
、
さ
ま
〳
〵
の
怨
み
、
嫉
み
に
あ
ひ
て
、
或
ハ
誹
ら
れ
、
或
ハ
、
罵
ら
る
ゝ
事

も
、
あ
る
べ
け
れ
ど
、
心
短
く
、
之
に
逆
ら
ハ
ず
、
い
よ
〳
〵
、
詞
を
慎
ミ
行
ひ
を
修

め
て
、
静
に
時
を
、
待
た
ざ
る
可
か
ら
ず
。
嬢
等
、
忍
耐
、
寛
裕
、
沈
勇
の
三
つ
の

も
の
ハ
、
男
子
の
、
所
為
の
み
に
非
ず
し
て
、
却
り
て
女
子
の
特
有
な
り
と
、
悟
ら

れ
よ
、

以
上
、
説
く
所
ハ
、
嬢
等
が
、
此
校
に
あ
り
て
、
修
学
し
た
る
事
の
、
一
部
の
み
に

過
ぎ
ず
。
さ
れ
ど
、
今
嬢
等
が
、
此
校
を
去
ら
る
ゝ
な
れ
バ
、
改
め
て
、
一
言
の
贐

け
を
、
呈
す
る
な
り
。
嬢
等
、
能
く
、
之
を
務
め
、
時
々
、
此
精
神
を
喚
起
し

て
、
造
次
顚
沛
も
、
失
却
す
べ
か
ら
ず
。

今
嬢
等
ハ
、
本
校
生
徒
、
幾
百
人
に
先
ン
じ
て
、
卒
業
し
た
り
。
今
日
の
盛
典

に
あ
は
る
ゝ
ハ
、
真
に
日
本
女
学
生
中
、
無
上
の
栄
誉
を
負
ひ
、
又
、
無
上
の
責

め
を
担
は
れ
し
な
り
。
嬢
等
ハ
、
本
校
生
徒
、
幾
百
人
の
模
範
に
し
て
、
而サ

ウ

し
て
、
将
来
日
本
貴
婦
人
の
、
模
範
た
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る
、
地
位
に
立
て
り
。
若

し
、
万
一
、
道
に
戻
る
こ
と
も
あ
ら
バ
、
こ
れ
、
た
ゞ
、
嬢
等
一
身
の
、
恥
ぢ
の
ミ
な
ら

ん
や
。
上
ハ
、
畏
く
も
、
我
が

皇
后
陛
下
に
対
し
奉
り
、
其
罪
避サ

り
所
な
か
る
べ
し
。
余

ワ
タ
ク
シも

、
亦
、
本
校
学

監
の
任
に
あ
た
り
て
、
い
か
で
、
世
に
面
を
向
く
る
こ
と
を
得
べ
き
。
余
が
、
畢

生
間
の
希
望
も
、
こ
ゝ
に
至
り
て
、
絶
滅
す
べ
し
。
こ
ゝ
に
、
こ
れ
を
嬢
等
に

契
り
、
併
せ
て
、
満
堂
の
貴
女
紳
士
に
謝
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

華
族
女
学
校
学
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田
歌
子

No. 

20
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

の
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

式し
き

（『
女じ

ょ

学が
く

世せ

界か
い

』
第だ

い

五
巻か

ん

第だ
い

十
一
号ご

う

よ
り
）

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

紙
／
印
刷

一
冊

二
二
・
二
×
一
五
・
三
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈4014

〉

No. 

21
日に

っ

記き下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

　

～
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

紙
／
墨

四
冊

明
治
二
十
一
年
：
二
七
・
七
×
一
五
・
四
cm

明
治
二
十
二
年
：
二
五
・
〇
×
一
六
・
五
cm

明
治
二
十
三
年
：
二
六
・
六
×
一
九
・
二
cm

明
治
二
十
四
年
：
二
四
・
一
×
一
四
・
九
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0030

～0033

〉

No. 

22
銅ど

う

製せ
い

笹さ
さ

り
ん
ど
う
紋も

ん

小し
ょ
う

花か

瓶び
ん

安あ
ん

藤ど
う

七し
っ

宝ぽ
う

店て
ん

製せ
い

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

銅
／
七
宝

一
口

No. 

23
ま
こ
と
の
心

こ
こ
ろ

学が
く

習
し
ゅ
う

院い
ん

女じ
ょ

子し

部ぶ

中
ち
ゅ
う

学が
く

三さ
ん

年ね
ん

南
み
な
み

組ぐ
み

一い
ち

同ど
う

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

紙
／
墨

一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2845

〉

No. 

24
千ち

草ぐ
さ

の
は
な　

南
み
な
み

中ち
ゅ
う

学が
く

四よ

年ね
ん

南み
な
み

組ぐ
み

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

紙
／
墨

一
冊

二
三
・
八
×
一
六
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2846

〉

　

当
日
の
列
席
者
、
卒
業
生
全
科
二
十
四
名
、
別
科
一
名
の
氏
名
を
は
じ
め
、
卒
業
式
式
典

の
一
部
始
終
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
心
の
高
さ
の
表
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。（
O
）

　

華
族
女
学
校
第
十
八
回
卒
業
生
一
同
か
ら
の
寄
贈
品
で

す
。
こ
の
「
笹
り
ん
ど
う
」
は
下
田
歌
子
の
一
代
家
紋
で
す
。

（
O
）

　

華
族
女
学
校
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
四
月
に

学
習
院
に
併
合
さ
れ
て
学
習
院
女
学
部
と
な
り
、
下
田
歌

子
は
女
学
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
が
、
翌
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
十
一
月
二
十
六
日
を
以
て
辞
職
し
ま
し
た
。

資
料
No.�

23
～
25
は
学
習
院
女
学
部
を
去
る
歌
子
へ
、
中
学

　

下
田
歌
子
の
日
記
で
、
現
存
が
確
認
で
き
る
の
は
、
長
い

生
涯
の
な
か
で
も
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
月
か
ら

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
二
月
ま
で
の
期
間
だ
け
で

す
。
こ
の
日
記
中
に
も
、
そ
の
多
忙
の
一
端
が
窺
え
ま
す
。

毎
日
休
み
な
く
、
授
業
と
授
業
準
備
、
教
務
・
庶
務
の
整
理
、

皇
居
へ
の
参
内
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
、
そ
し
て
、
来
客
と
外

出
。
ま
た
持
病
の
気
管
支
炎
な
ど
で
「
平
臥
す
る
」
記
事
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
過
労
を
押
し
て
の
日
々
が
垣
間
見
ら
れ

ま
す
。（
O
）

No. 

25
千ち

草ぐ
さ

の
は
な　

北き
た

中ち
ゅ
う

学が
く

四よ

年ね
ん

北き
た

組ぐ
み

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

紙
／
墨

一
冊

二
三
・
六
×
一
六
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2847

〉

【
翻
刻
】

　
　

※�

こ
こ
で
は
《
千
草
の
は
な　

北
》
か
ら
、
嘉
納
か
寿
子

が
記
し
た
文
章
を
翻
刻
・
掲
載
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
納
か
寿
こ

あ
ゝ
十
二
月
四
日
よ
あ
ゝ
け
に
思
ひ
出
た
す
た
に
あ
は
れ
に

か
な
し
き
は
此
日
の
事
な
り
け
り
そ
は
朝
な
夕
な

母
と
も
師
と
も
あ
ふ
き
し
た
ひ
ま
つ
り
し

口
径
七
・
五
×
高
一
二
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2934

〉

三
年
生
お
よ
び
四
年
生
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
感
謝
や
別
れ
を
惜
し
む
言
葉
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
T
）
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No. 

26
春し

ゅ
ん

山ざ
ん

僢せ
ん

隠い
ん

図ず

野の

口ぐ
ち

小
し
ょ
う

蘋ひ
ん

（
一
八
四
七
―
一
九
一
七
）

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

絹
本
着
色

一
幅

一
六
〇
・
九
×
七
一
・
六
cm

款
記�

「�

明
治
丁
酉
春
日
寫
於
閒
雲
野
鶴
草
堂
南
窓
下
小
蘋
女

史
親
」

印
章�

「
松
邨
親
印
」
白
文
方
印
、「
小
蘋
女
史
」
朱
文
方
印
、

「
紉
秋
蘭
以
為
佩
」
朱
文
方
印
・
遊
印

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

下
田
先
生
と
の
い
と
も
〳
〵
か
な
し
き
み
別
れ
の
日

に
て
あ
り
け
れ
ば
学
ひ
の
わ
ざ
も
い
と
物
う
く
ひ
た
す
ら

此
の
い
ま
は
し
き
日
は
や
く
た
て
よ
か
し
と
思
へ
と
ま
た
心

の
奥
に
て
は
此
の
日
過
き
す
に
な
か
く
〳
〵
師
の
君
の

み
姿
拝
し
た
し
な
と
ゝ
心
は
千
々
に
み
た
れ
て

　

た
ら
ち
ね
の
母
に
分
る
ゝ
心
地
し
て

　
　
　

先
た
つ
も
の
は
涙
な
り
け
り

わ
れ
ら
一
同
講
堂
に
あ
つ
ま
り
て
し
は
し
ま
つ
程
も
な
く

先
生
に
は
乃
木
院
長
と
共
に
し
つ
〳
〵
と
の
そ
ま
れ
い
と
も
〳
〵

御
ね
ん
こ
ろ
な
る
み
さ
と
し
う
か
ゝ
ふ
た
に
此
の

師
の
君
に
今
を
限
り
に
わ
か
れ
奉
る
か
と
い
と
〳
〵

か
な
し
く
て

　

み
恵
ミ
の
ふ
か
き
言
葉
の
か
す
〳
〵
に

　
　
　
　

ま
た
も
な
み
た
は
袖
を
ぬ
ら
し
ぬ

講
堂
よ
り
出
て
ゝ
直
に
師
の
君
の
御
あ
と
を
し
た
ひ
し
が

し
は
ら
く
あ
り
て
玄
関
よ
り
立
去
り
給
ひ
ぬ

あ
ゝ
遂
に
し
た
は
し
き
師
か
君
は
と
思
へ
は
か
な
し
さ

や
る
か
た
な
く
友
と
教
室
に
は
せ
行
き
て
思
ひ
の
か
き
り

な
き
か
な
し
み
た
り
さ
れ
ど
か
く
な
げ
か
む
よ
り
は
日
頃

の
み
さ
と
し
を
ま
も
り
て
ひ
た
す
ら
学
ひ
の
わ
ざ
は
け
む

こ
そ
み
心
に
か
な
ふ
ら
め
と
心
を
つ
よ
く
も
て
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
納
か
寿
子

た
き
な
し
て
お
つ
る
涙
は
と
め
ん
や
う
も
な
く

　
　

な
く
ま
し
と
思
へ
と
お
つ
る
玉
水
に

　
　
　
　
　
　

う
く
る
袖
さ
へ
か
わ
く
間
も
な
し

を
は
り
に
の
そ
み
只
師
の
君
の
幸
多
く
と
こ
し
へ
に

な
か
ら
へ
給
は
ん
事
を
祈
り
あ
は
せ
て
此
の
学
ひ
や

に
師
の
君
を
し
た
ひ
奉
り
て
な
み
た
に
袖
を
し
ほ
ら
ぬ

日
と
て
も
な
き
わ
れ
等
の
あ
る
事
を
い
つ
〳
〵
ま
て
も

思
は
せ
給
ふ
や
う
ね
か
ひ
奉
る
に
な
む

　

桃
の
花
の
薄
紅
色
や
、竹
や
樹
木
の
若
葉
色
、靄
を
ま
と
っ

た
遠
山
な
ど
、
画
面
全
体
が
春
の
空
気
感
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
画
面
右
下
に
配
さ
れ
た
庵
の
中
に
は
、
朱
塗
り
の
机
に

No. 

27
文ふ

み

好こ
の

む
は
な
を
ち
と
せ
の
か
さ
し
に
て

荒あ
ら

木き

寛か
ん

畝ぽ

（
一
八
三
一
―
一
九
一
五
）
画

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）
賛

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

絹
本
墨
画
淡
彩

一
幅

三
五
・
三
×
二
八
・
九
cm

荒
木
寛
畝
画

　

款
記
「
明
治
丙
申
冬
月
写　

六
十
六
翁
寛
畝
」

　

印
章
「
寛
畝
」
朱
文
円
印

下
田
歌
子
賛

　

賛
「�

文
好
む　

は
な
を
ち
と
せ
の
か
さ
し
に
て　

よ
も

き
か
嶌
も　

君
や
し
む
ら
む
」

　

款
記
「
歌
子
」

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈4953

〉

No. 

28
四し

季き

草そ
う

花か

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

荒あ
ら

木き

寛か
ん

友ゆ
う

（
一
八
五
〇
―
一
九
二
〇
）

明
治
三
十
年
代
か

紙
本
銀
地
着
色

二
曲
一
隻

五
四
・
〇
×
一
六
四
・
〇
cm

款
記
「
寛
友
」

印
章
「
木
鐸
之
印
」
白
文
方
印
、

「
己
所
不
欲
勿
施
于
人
」
朱
文
方
印
・
遊
印

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2760

〉

　

日
本
画
家
・
荒
木
寛
畝
が
紅
梅
を
描
き
、
下
田
歌
子
が
和

歌
を
認
め
た
袱
紗
。
本
作
は
華
族
女
学
校
の
教
授
で
あ
っ
た

　

銀
箔
を
押
し
た
画
面
に
、
右
か
ら
白
梅
、
白
木
蓮
、
牡
丹
、

芍
薬
、
芙
蓉
、
菊
、
水
仙
と
、
四
季
の
花
々
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
荒
木
寛
友
は
荒
木
寛
畝
（
一
八
三
一
―
一
九
一
五
）

の
甥
に
あ
た
り
、
山
水
画
や
花
鳥
画
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

寛
友
は
寛
畝
の
後
を
受
け
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

か
ら
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
ま
で
、
華
族
女
学
校
で
教
壇

に
立
ち
ま
し
た
。
右
扇
右
下
に
は
、「
自
分
の
さ
れ
て
嫌
な

こ
と
を
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
『
論
語
』
の
一
節

を
刻
し
た
印
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

阪
正
臣
（
一
八
五
五
―
一
九
三
一
）
が
、
44
歳
を
祝
し
て
同

僚
を
招
い
た
際
に
、
一
同
よ
り
贈
ら
れ
た
銀
盃
三
組
を
包
ん

で
い
た
も
の
で
す
。

　

寛
畝
は
野
口
小
蘋
（
一
八
四
七
―
一
九
一
七
）
が
同
校
を

辞
し
た
あ
と
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
か
ら
三
十
一

年
（
一
八
九
八
）
ま
で
、
図
画
教
員
と
し
て
教
鞭
を
執
り
ま

し
た
。（
T
）

書
物
と
筆
筒
が
置
か
れ
、
風
雅
を
好
む
人
物
の
気
配
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

野
口
小
蘋
は
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
女

性
南
画
家
で
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
ま
で
、
華
族
女
学
校
画
学
科
の
教
授
嘱
託

と
し
て
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。
下
田
歌
子
と
も
親
交
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、《
下
田
歌
子
絵
姿
》（
No.�

36
）
に
は
、
小
蘋

筆
の
扇
を
手
に
し
た
歌
子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。（
T
）
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No. 

29
日に

っ

誌し奥お
く

山や
ま

照て
る

子こ

（
生
没
年
不
詳
）

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

　

～
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

紙
／
墨

一
冊

二
二
・
八
×
一
五
・
八
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0034

〉

　

下
田
歌
子
の
留
学
中
、
留
守
宅
を
預
か
り
諸
事
に
当
た
っ

た
奥
山
照
子
が
書
き
残
し
た
日
誌
で
す
。
歌
子
が
横
浜
港
を

出
発
し
た
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
十
日
条
に
は
、

華
族
女
学
校
の
教
師
や
生
徒
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が
歌

第
2
章　

欧
米
教
育
視
察

　
下
田
歌
子
は
、
明
治
天
皇
の
第
六
皇
女
で
あ
る
常
宮
昌
子
内
親
王
と
、
第
七
皇
女
で
あ
る
周
宮
房
子
内
親
王
の
御
用
掛
の
内

命
を
受
け
、
先
進
国
の
女
子
教
育
の
状
況
視
察
の
た
め
、
華
族
女
学
校
在
職
中
の
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
か
ら
明

治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
八
月
ま
で
の
二
年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
ま
し
た
。
歌
子
は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
欧
米

の
婦
人
社
会
と
そ
の
女
子
教
育
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、
女
性
の
地
位
向
上
と
大
衆
女
子
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

　
帰
国
し
て
三
年
後
の
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
帝
国
婦
人
協
会
を
設
立
し
、
翌
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
本

学
の
前
身
に
あ
た
る
実
践
女
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。

子
の
出
発
を
見
送
り
に
来
た
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
T
）【

翻
刻
】

　
　

※�
こ
こ
で
は
《
日
誌
》
か
ら
、
明
治
二
十
六
年
九
月
十
日

条
の
み
を
翻
刻
・
掲
載
し
た
。

十
日　

天
気
よ
ろ
し　

午
前
第
五
時
門
出
為

給
は
ん
と
て
尊
父
君
に
別
れ
を
つ
げ
た
ま
ふ
老
君
は

涙
一
て
き
も
ら
し
給
は
ね
ど
も
ミ
心
の
う
ち
思
ひ

や
ら
れ
て
い
と
か
な
し
堀
江
ぬ
し
の
母
君
も
来

た
り
給
ひ
こ
れ
も
け
な
げ
に
物
語
り
し
た
ま
ひ
て

雄
々
敷
見
え
給
ふ
程
む
ね
う
ち
さ
わ
か
れ
ぬ

同
六
時
十
分
新
橋
迄
送
り
給
へ
る
方
々
千
余
人
に
て
各

宮
様
よ
り
ハ
御
使
も
て
御
歌
御
送
別
等
下
し
お
か
る

大
臣
高
位
方
々
外
国
人
夫
人
あ
ま
た
見
受
た
り

学
校
教
員
方
ハ
不
残
生
徒
方
も
重
も
立
た
る
ハ
ミ
な

横
浜
ま
て
汽
笛
の
声
と
と
も
に
発
し
て
送
り
参
ら
せ
た
り

西
や
に
し
は
し
か
程
休
憩
為
た
ま
ひ
い
さ
と
て
船
場
迄

立
出
た
ま
ふ
に
余
ハ
病
し
き
足
な
れ
バ
人
に
ハ
後
れ
て

従
つ
ゝ
行
た
る
さ
ま
此
事
に
ハ
か
ゝ
は
ら
ざ
る
人
の
か
た

へ
よ
り
見
た
ら
ん
に
は
い
か
に
笑
し
か
り
け
ん
や
う
〳
〵

船
場
に
た
ど
り
附
た
る
に
我
も
人
も
只
泣
に
な
き
て

言
葉
は
い
で
さ
り
け
り
〈
ボ
ー
ト
〉
と
い
ふ
に
の
り
て
大
船
に

こ
ぎ
つ
き
給
ふ
い
と
少
さ
く
其
船
の
見
え
る
限
り
ハ
ぼ
う

ぜ
ん
と
船
ば
た
に
立
つ
ゝ
あ
り
て
し
は
し
ハ
も
の
も
わ
か

た
ぬ
ば
か
り
な
り
し
さ
る
を
三
島
た
け
子
ぬ
し
上
杉

千
鶴
子
ぬ
し
跡
よ
り
か
け
つ
け
た
ま
ひ
て
し
た
ひ
給
ふ

事
限
り
な
し
池
田
覚
子
ぬ
し
も
御
花
む
け
と
て

も
て
来
た
ま
ひ
し
も
後
れ
て
其
か
ひ
な
き
を
な
け

き
給
へ
り
や
う
〳
〵
人
々
に
引
立
ら
れ
て
い
と
う
ら
め

し
く
見
つ
め
た
り
し
海
原
も
限
り
あ
れ
ハ
立
去
ら
ん

と
し
て
十
歩
バ
か
り
来
た
り
し
に
教
員
方
こ
ゝ
に
ま
ち

居
た
ま
ひ
て
是
よ
り
何
地
に
か
行
給
ふ
と
て
別
れ
参
ら

せ
て
生
徒
方
の
人
か
す
を
は
ま
子
芳
子
お
の
〳
〵

し
ら
べ
て
ひ
と
つ
に
よ
り
て
西
村
や
に
立
帰
り
し
は
ら

く
い
こ
ひ
て
帰
ら
ん
と
す
る
に
あ
ま
り
に
い
た
く
歎
き

た
り
け
ん
む
ね
い
た
し
と
て
宿
元
に
帰
ら
ん
と
い
ひ
給
ふ

方
あ
れ
バ
そ
れ
に
ハ
人
を
つ
け
給
ハ
し
て
十
時
十
分
の

汽
車
に
て
立
帰
り
先
づ
老
君
に
め
て
た
き
け
ふ
の
船

出
と
あ
ま
た
送
ら
せ
た
ま
ひ
た
る
其
さ
ま
を
物
語
り
し
に

心
地
よ
け
に
う
ち
笑
ま
せ
給
ひ
て
御
機
嫌
も
殊
に
よ
ろ
し

【
欄
外
】

十
日

午
前
九
時

仏
郵
舩
メ

ル
ボ
ル
ン
号

に
て
欧
州
へ

マ
ル
セ
ー
ユ

向
け
出
発

せ
り

は
か
ら
ず
も

鈴
木
貫
一

殿
同
行

出
船
せ
し
と
ぞ

【
翻
刻
】

　
　

下
田
の
君
を
送
り
ま
ゐ
ら
す

華
族
女
学
校
の
建
ち
し
よ
り
数
ふ
れ
は
は
や
こ
ゝ
の
か
へ
り
の
春
秋
を
経
た
り

そ
の
間
君
は
内
外
上
下
大
小
す
へ
て
の
事
に
心
を
苦
め
身
を
く
た
き
一
日

片
時
と
し
て
休
ま
り
た
ま
ふ
こ
と
［
あ（

虫

損

）

あ
あ
］
は
こ
の
校
の
棟
梁
と
仰
き
柱
礎

［
あ（

虫
損
）あ

］
の
ミ
と
こ
し
へ
に
こ
ゝ
に
在
り
て
力
を
尽
し
給
は
む
も
の
そ
と
思
参
ら
せ
あ
る
に
こ
た
ひ

うち
〳
〵
の
お
ほ
せ
こ
と
に
よ
り
て
と
つ
く
に
の
国
ふ
り
観
に
も
の
し
た
ま
は
む
と
す
御
身

こ
そ
た
を
や
め
な
れ
御
心
ハ
物
部
の
臣
の
を
と
こ
も
愧
る
は
か
り
に
雄
々
し
く

ま
し
ま
す
君
な
れ
ハ
大
［
あ（

虫

損

）

あ
あ
あ
］
聞
随
ひ
て
家
に
ハ
七
十
を
こ
え

な
せ
る
ち
ゝ
君
ひ
（
と
り
を
）
の
こ
し
お
（
き
）
□

（
虫
損
）校

に
は
な
く
子
な
す
慕
ひ
ま
つ
は
る

を
し
へ
子
た
ち
を
と
ゝ
め
お
き
て
い
て
た
［
あ（

虫
損
）あ

］
ま
ふ
今
日
の
御
門
出
よ
勇
ま
し
と
も

い
さ
ま
し
き
か
な
さ
り
な
か
ら
あ
□（

虫
損
）□

時
し
く
こ
の
八
九
月
の
こ
ろ
紀
の
海
隼

人
の
瀬
戸
す
ら
波
の
た
ち
ゐ
も
う
し
ろ
［
あ（

虫
損
）あ

］
き
を
百
千
里
の
大
洋
う
ち
わ
た
り
た
ま
ハ

む
ほ
と
い
か
ゝ
あ
ら
む
暑
さ
寒
［
あ（

虫
損
）あ

］
国
に
似
す
雲
霧
の
け
は
ひ
世
に
異

な
る
西
の
は
て
の
国
々
を
御
心
こ
そ
健
［
あ（

虫
損
）あ

］
さ
め
御
身
ハ
人
よ
り
も
か
よ
わ
き
君
の

め
く
り
た
ま
は
む
間
に
ハ
御
病
も
や
［
あ（

虫
損
）あ

］
た
つ
き
も
や
と
下
に
危
ミ
色
に
憂
へ
ぬ

も
の
も
な
し
人
や
り
の
御
旅
な
と
と
［
あ（

虫
損
）あ

］
り
と
て
留
つ
け
給
ふ
へ
き
に
ハ
あ
ら
ね
と
も

せ
め
て
一
月
た
り
と
も
一
日
た
□

（
虫
損
）と

も
［
あ（

虫
損
）あ

］
帰
り
給
ひ
て
再
（
こ
）
の
校
の
た
め

に
す
へ
て
の
事
を
と
り
給
□（

虫
損
）む

こ
と
を
な
ん
皆
望
ミ
侍
る
に
こ
そ

　
　

明
治
二
十
六
年
九
月
十
日　

華
族
女
学
校
教
員
一
同

No. 

30
下し

も

田だ

の
君き

み

を
送お

く

り
ま
ゐ
ら
す

華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

職
し
ょ
く

員い
ん

一い
ち

同ど
う

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

　

欧
米
に
お
け
る
女
子
教
育
の
状
況
を
視
察
す
べ
く
、
横
浜
港
を
発
つ
歌
子
に
贈
ら
れ
た
、

華
族
女
学
校
教
員
一
同
か
ら
の
送
辞
で
す
。
視
察
の
旅
に
で
る
歌
子
の
勇
ま
し
さ
を
称
え
る

と
と
も
に
、
健
康
を
気
遣
い
、
一
日
も
早
く
帰
国
し
て
再
び
華
族
女
学
校
の
任
に
当
た
っ
て

ほ
し
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

紙
／
墨

一
枚

四
三
・
四
×
五
七
・
二
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0028

〉
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No. 

32
詠よ

み

草く
さ

（
欧お

う

州し
ゅ
う

留り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
う）

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
頃

紙
／
墨

一
綴

一
五
・
〇
×
四
〇
・
九
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2475

〉

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
航
海
中
の
上
海
、
香
港
、
コ
ロ
ン

ボ
、
ス
エ
ズ
運
河
、
コ
ル
シ
カ
島
、
馬
港
（
マ
ル
セ
イ
ユ
）、

そ
の
後
陸
路
で
、
巴
里
（
パ
リ
）、
倫
敦
（
ロ
ン
ド
ン
）
な

ど
旅
の
途
中
、
ま
た
は
留
学
中
に
立
ち
寄
っ
た
地
名
を
記
し

な
が
ら
、
そ
の
時
々
に
想
っ
た
こ
と
を
和
歌
に
詠
ん
だ
も
の

で
す
。（
O
）

【
翻
刻
】

　
　
　
　
　
　

あ
つ
子

　

歌
子
君
の

　
　

外
国
に

　
　
　

旅
立
給
へ
る
を

た
ひ
衣
き
ミ
を
ミ
ぬ
ま
の

一
と
せ
は
千
と
せ
の
秋
の

こ
ゝ
ち
こ
そ
せ
め

【
翻
刻
】

　
　

※�

こ
こ
で
は
本
資
料
よ
り
、
ス
エ
ズ
運
河
か
ら
パ
リ
に
至

る
手
前
ま
で
の
記
述
の
み
を
翻
刻
・
掲
載
し
た
。

　
　
　

運
河
を
過
ぎ
つ
る
夜
の

　
　
　

明
か
た
に

か
つ
く
と
も
い
さ
白
妙
の
ひ
と
へ
き
ぬ

　

う
す
く
覚
ゆ
る
ゆ
め
の
手
枕

　
　
　
　
　
　
　
〈
落
日
こ
の
ま
し
か
ら
す
や
〉

　
　
　

メ
ジ
ナ
の
海
峡
を
過
る
程

　
　
　

月
い
と
あ
か
く
て
け
し
き
い
と
面
白
し

打
渡
す
め
し
な
の
み
さ
き
波
も
な
し

　

た
つ
は
高
ね
の
け
ふ
り
の
み
し
て

澄
月
の
光
に
も
れ
し
嶌
山
の

No. 

33
洋よ

う

行こ
う

費ひ

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

下か

賜し

通つ
う

達た
つ

書し
ょ

宮く

内な
い

省し
ょ
う

内な
い

事じ

課か

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

紙
／
墨
・
イ
ン
ク

二
通
（
封
筒
共
）

本
紙
：
二
七
・
九
×
二
〇
・
五
cm

封
筒
：
一
一
・
七
×
一
四
・
四
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0094

〉

No. 

34

『
婦ふ

人じ
ん

世せ

界か
い

』
第だ

い

九
巻か

ん

第だ
い

一
号ご

う

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

紙
／
印
刷

一
冊

二
二
・
二
×
一
五
・
〇
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈4166

〉

　

い
は
か
け
照
ら
す
瓦
斯
の
燈
火

　
　
　

コ
ル
シ
カ
嶌
を
の
ぞ
み
て

い
に
し
へ
の
人
の
な
け
き
を
こ
る
し
か
の

　

嶌
と
し
聞
け
ば
し
ほ
た
れ
そ
す
る

　
　
　

波
高
か
り
け
る
夜

大
ら
そ
の
星
の
と
ふ
か
と
思
ひ
し
ハ

　

わ
か
の
る
船
の
ゆ
ら
く
也
け
り

　
　
　
　
　
　
〈
ゆ
ら
く
の
詞
船
に
ふ
さ
は
し
か
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
く
の
方
に
や
〉

　
　
　

馬
港
に
船
は
て
け
る
日

こ
ゝ
も
亦
同
し
た
ひ
ね
を
い
か
て
か
く

　

船
は
つ
ら
る
日
の
う
れ
し
か
る
ら
ん

陸
行

　
　
　

馬
港
よ
り
巴
里
に

　
　
　
　

ゆ
く
み
ち
に
て
和
訓

　
　
　

川
柳
と
い
ふ
も
の
ゝ
余
多

　
　
　

み
ゆ
る
に
わ
が
国
な
る
と
は

　
　
　

い
た
く
こ
と
な
り
て
覚
え
け
れ
ば

故
郷
の
銀
杏
の
梢
お
も
ほ
え
て

　

ふ
る
川
柳
黄
ば
み
渡
れ
る

　
　
　

同
し
道
に
て

引
つ
れ
て
家
路
に
帰
る
山
羊
の
子
の

　

あ
ゆ
み
も
早
し
秋
の
日
の
影

か
へ
り
み
る
梢
に
ま
よ
ふ
む
ら
雲
は

　

わ
が
真
鉄
路
の
け
ふ
り
也
け
り

打
渡
す
垣
ね
の
人
を
牧
場
に
て

う
ら
易
け
に
も
し
め
し
宿
哉　

【
翻
刻
】

［
補
助
金
下
賜
通
達
書
］

宮
内
省
内
事
課　

丙
第
六
四
三
号

一
金
千
二
百
円
也

右
洋
行
費
補
助
ト
シ
テ
下
賜
相
成
候
ニ
付
別
紙

為
替
券
内
蔵
寮
ヨ
リ
及
御
送
付
候
條
御
領

収
可
有
之
候
此
段
申
入
候
也

　

下
田
歌
子
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
婦
人
向
け
雑
誌

の
『
婦
人
世
界
』
へ
、「
緋
の
袴
に
小
袿
衣
を
着
け
て　

英

国
女
皇
陛
下
に
謁
見
し
た
思
ひ
出
」
と
題
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

滞
在
中
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
謁
見
し
た
思
い
出
を
記
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
歌
子
は
謁
見
に
際
し
、
形
ば

か
り
の
中
途
半
端
な
洋
装
を
す
る
よ
り
も
、
着
慣
れ
た
和
装

の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
袿
袴
姿
で
謁
見
に
臨
み
ま
し

No. 

35
英え

い

国こ
く

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女じ

ょ

皇こ
う

謁え
っ

見け
ん

の
印い

ん

象し
ょ
う

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

二
十
世
紀

紙
／
ペ
ン

一
冊

二
一
・
一
×
一
五
・
二
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0100

〉

※�

本
資
料
の
画
像
お
よ
び
翻
刻
は
、
左
記
よ
り
閲
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

https://opac.jissen.ac.jp/repo/repository/shi

m
oda/0000000171/?lang=0&

m
ode=0&

opkey

=R164599932948159&
idx=1&

codeno=

《英国ヴィクトリア女皇謁見の印象》
（�実践女子大学図書館『下田歌子データ

ベース』より）

　

下
田
歌
子
が
海
外
に
お
け
る
女
子
教
育
視
察
を
許
さ
れ

た
背
景
に
は
、
常
宮
・
周
宮
両
内
親
王
の
御
養
育
係
主
任

で
あ
っ
た
佐
々
木
高
行
の
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
子
は

は
じ
め
、
留
学
費
用
と
し
て
金
六
、〇
〇
〇
円
を
賜
り
航

海
の
途
に
つ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
費
用
の
不
足
を
危
惧

し
た
佐
々
木
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
補
助
費
と
し
て
金

一
、二
〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
本
資
料
は
そ
の
際
の

通
知
で
す
。
封
筒
の
宛
名
は
「M

adam
e�U

tako�Shim
oda,�

c/o�M
r.�Edw

ards,�Care�of�11,�Laureston�place,�

D
over,�England

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
T
）

　

資
料
No.�

34
と
同
じ
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
謁
見
し

た
際
の
よ
う
す
を
振
り
返
り
、
記
さ
れ
た
文
章
で
す
。
本
資

料
で
歌
子
は
、イ
ギ
リ
ス
で
世
話
に
な
っ
て
い
た
婦
人
か
ら
、

事
前
に
女
王
に
お
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
礼
装
が

見
た
い
か
ら
ぜ
ひ
日
本
服
で
参
る
よ
う
に
と
の
話
を
聞
き
、

持
ち
合
わ
せ
の
袿
袴
で
謁
見
に
臨
ん
だ
と
記
し
て
い
ま
す
。

（
T
）

No. 

31
歌う

た

子こ

の
君き

み

の
外が

い

国こ
く

に
旅た

び

立だ
ち

給た
ま

へ
る
を

税さ
い

所し
ょ

敦あ
つ

子こ

（
一
八
二
五
―
一
九
〇
〇
）

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

紙
／
墨

一
枚

三
二
・
三
×
四
五
・
八
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
〈2865

〉

　

税
所
敦
子
は
、
幕
末
明
治
期
の
歌
人
で
、
薩
摩
藩
士
税

所
篤
之
に
嫁
ぎ
ま
し
た
が
死
別
し
ま
し
た
。
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
三
月
に
五
十
一
歳
で
宮
中
に
出
仕
し
、
同
六

月
権
掌
侍
に
任
じ
ら
れ
、「
楓
の
内
侍
」
と
称
し
ま
し
た
。

職
務
は
天
皇
、
皇
后
の
文
学
関
係
の
諸
事
、
特
に
御
製
、
御

歌
の
拝
写
に
携
わ
っ
て
お
り
、
宮
中
に
あ
っ
て
同
じ
士
族
出

身
者
と
し
て
下
田
歌
子
が
親
し
く
接
し
た
女
官
で
す
。
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
に
下
田
歌
子
が
書
い
た
「
楓
の
も
と
を

離
れ
て
」〔『
紀
行
随
筆
よ
も
ぎ
む
ぐ
ら
』（
香
雪
叢
書
第
一
巻
）

所
収
〕
の
随
筆
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
詠
草
は
、
欧
州
へ
の
旅
立
ち
の
際
に
詠
ま
れ
た
も
の

で
す
。（
O
）

明
治
廿
七
年
七
月
三
日

　
　
　
　
　
　

宮
内
省
内
事
課
長
股
野　

琢

　
　

華
族
女
学
校
教
授
下
田
歌
子
殿

［
銀
行
為
替
交
付
通
知
書
］

内
蔵　

甲
第
一
一
三
号

一
金
千
二
百
円
也

右
金
額
横
浜
正
金
銀
行
為
替
券
壱

葉
ヲ
以
テ
及
御
交
付
候
間
落
手
之
上
ハ

小
官
宛
領
収
証
書
直
チ
ニ
御
発
送
相

成
度
此
段
申
進
候
也

明
治
廿
七
年
七
月
三
日

　
　
　
　
　

内
蔵
頭
白
根
専
一

　
　
　

下
田
歌
子
殿

た
。
結
果
と
し
て
、
歌
子
の
和
装
は
女
王
の
お
気
に
召
し
、

現
地
の
新
聞
で
も
賞
賛
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。（
T
）
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No. 

38
英え

い

仏ふ
つ

独ど
く

伊い

墺お
う

白は
く

瑞ず
い

米べ
い

女じ
ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

の
大た

い

要よ
う

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
頃

紙
／
墨
・
イ
ン
ク

五
冊

各
約
二
五
×
一
七
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈0096

～0099

〉

No. 

39

『
泰た

い

西せ
い

婦ふ

女じ
ょ

風ふ
う

俗ぞ
く

』

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

紙
／
印
刷

　

下
田
歌
子
が
帰
国
後
、
伊
藤
博
文
へ
宛
て
て
出
し
た
書
簡

に
対
す
る
返
事
で
す
。訪
問
の
都
合
を
尋
ね
る
歌
子
に
対
し
、

伊
藤
は
今
夜
（
八
月
二
十
六
日
）
も
し
時
間
が
あ
れ
ば
会
っ

て
話
を
伺
い
た
い
と
返
信
し
て
い
ま
す
。（
T
）

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
見
聞
を
も
と
に
、
一
般
向
け
に
書
か
れ

た
図
書
で
、
女
性
の
生
活
様
式
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。（
O
）

【
翻
刻
】

御
安
全
御
帰
朝
之
趣

乍
承
御
尋
も
不
仕

候
處
過
刻
貴

翰
落
手
御
来
訪

可
被
下
旨
敬
承
候

今
晩
若
御
閑
暇

ナ
レ
バ
御
来
臨
可
被
下

No. 

40
も
み
じ
の
寄よ

せ
書が

き

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）

阪ば
ん

正ま
さ

臣お
み

（
一
八
五
五
―
一
九
三
一
）

鳥と
り

山や
ま

啓ひ
ら
く（
一
八
三
七
―
一
九
一
四
）

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

紙
本
墨
画
淡
彩

一
幅

三
四
・
六
×
五
一
・
〇
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2635

〉

十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
二
回
日
本

美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
へ
《
下
田
歌
子
肖
像
》
を
出
品
し

た
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
作
も
日
野
樵
靄
の
作
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
T
）

No. 

37
下し

も

田だ

歌う
た

子こ

宛あ
て

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

書し
ょ

簡か
ん

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

（
一
八
四
一
―
一
九
〇
九
）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

紙
／
墨

一
通

書
簡
：
一
八
・
八
×
六
四
・
二
cm

封
筒
：
二
四
・
〇
×
九
・
七
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2071

〉

　

欧
米
教
育
視
察
か
ら
帰
国
し
た
下
田
歌
子
が
ま
と
め
た
、

報
告
書
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
資
料
で
す
。
目
次
に
は「
総
論
」

「
国
民
教
育
」「
中
等
女
子
教
育
」「
上
流
女
子
教
育
」
と
い
っ

た
項
目
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
総
論
」
で
歌
子
は
、

現
代
の
欧
州
に
お
け
る
文
明
の
長
足
の
進
歩
は
国
民
教
育
の

賜
物
で
あ
り
、
そ
の
教
育
を
受
け
た
一
般
の
女
子
が
社
会
全

体
の
徳
義
を
強
固
に
し
、
知
識
を
成
長
さ
せ
、「
身
躰
強
健

志
気
闊
達
な
る
国
民
」
を
生
み
出
し
た
と
の
見
解
を
記
し
て

い
ま
す
。（
T
）

　

欧
米
留
学
か
ら
帰
国
の
翌
年
、
着
用
し
た
服
の
か
く
し
か

ら
出
て
き
た
紅
葉
一
葉
を
か
こ
ん
で
、
華
族
女
学
校
教
員
室

で
の
合
作
。
阪
正
臣
は
、そ
の
後
、明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）

十
二
月
御
歌
所
寄
人
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
御
歌
所

主
事
と
な
り
、
宮
廷
歌
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
鳥
山
啓

は
、
理
学
者
。
幼
年
よ
り
国
学
歌
道
を
修
め
、
天
文
博
物
学

に
通
じ
、
漢
文
洋
語
よ
り
南
画
に
至
る
ま
で
之
を
よ
く
し
た

と
い
わ
れ
、
多
芸
多
才
な
人
物
の
よ
う
で
す
。
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
九
月
よ
り
華
族
女
学
校
、
つ
い
で
学
習
院
で

教
鞭
を
執
り
ま
し
た
。（
O
）

【
翻
刻
】

　
　

※�

こ
こ
で
は
《
英
仏
独
伊
墺
白
瑞
米
女
子
教
育
の
大
要
》

か
ら
、「
総
論
」
前
半
部
分
の
み
を
翻
刻
・
掲
載
し
た
。

総
論

凡
そ
欧
州
の
所
謂
文
明
な
る
も
の
ハ
疑
ひ
も
無
く

現
世
紀
に
至
り
て
甚
し
き
長
足
の
進
歩
を
な
せ

し
や
明
ら
か
に
し
て
且
其
文
明
を
産
み
た
る
母
ハ
即
ち

国
民
的
教
育
其
も
の
な
り
と
い
ふ
も
不
可
か
る
べ
し

而
て
其
漸
次
改
良
近
化
せ
る
教
育
の
沃
野
に

培
養
せ
ら
れ
た
る
一
般
の
女
子
が
如
何
に
其
社
会
全
躰

の
徳
義
を
強
固
に
し
其
智
識
を
助
長
せ
し
め
且

其
慈
愛
の
懐
ろ
に
撫
育
し
て
談
笑
嬉（

カ
）

戯
の
間
に

其
子
女
を
薫
陶
教
育
し
た
る
国
家
的
志
想（

カ
）

の
い
か

程
彼
等
を
感
化
裨
益
し
て
以
て
其
身
躰
強
健

志
気
闊
達
な
る
国
民
を
作
り
遂
に
能
く
宇
宙

を
睥
睨
し
て
此
の
憐
す
べ
き
東
亜
即
ち
世
界
の
三

分
の
一
に
居
る
広
大
肥
饒
の
良
国
土
も
我
が
大

日
本
帝
国
を
除
く
の
外
更
に
欧
米
人
が
馬
蹄
の
塵

を
蒙
ら
ざ
る
所
無
き
に
至
れ
る
ハ
遺
憾
な
が
ら
も

欧
米
近
世
の
歴
史
上
に
歴
々
之
を
徴
す
る
を

得
べ
く
尚
其
教
育
の
社
会
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
及
び
其
結
果
ハ

実
に
項
を
追
ひ
條
を
重
ね

て
次
第
に
摘
述
す
べ
し

拝
晤
後
御
高
話

拝
聴
仕
度
候　
　

早
々

頓
首

八
月
廿
六
日　
　

博
文

下
田
様

「
封
筒
　
表
」

下
田
歌
子
様

　
　
　

親
展

「
封
筒
　
裏
」

緘　
　
　
　
　

博
文

No. 

36
下し

も

田だ

歌う
た

子こ

絵え

姿す
が
た

樵し
ょ
う

靄あ
い

（
生
没
年
不
詳
）

明
治
二
十
～
三
十
年
代

絹
本
着
色

一
幅

一
〇
〇
・
二
×
六
九
・
三
cm

款
記
「
樵
靄
」

印
章
「
樵
靄
」「
女
史
」
白
朱
文
連
印

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈2636

〉

　

イ
ギ
リ
ス
・
ヴ
ァ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女

王
に
謁
見
し
た
際
、
歌
子
は
「
白
の
内
衣
に
緋
の
長
袴
、
唐

織
の
単
に
同
じ
小
袿
衣
を
着
て
（
中
略
）
野
口
小
蘋
女
史
が

鮮
や
か
に
画
い
た
檜
扇
を
持
参
」
し
た
と
い
い
ま
す
（『
婦

人
世
界
』
九
―
一
）。
本
作
に
描
か
れ
た
歌
子
も
、「
小
蘋
女

史
親
」
と
の
款
記
が
あ
る
扇
を
手
に
し
て
お
り
、
お
そ
ら

く
は
こ
の
よ
う
な
姿
で
謁
見
に
臨
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

作
者
の
樵
靄
に
つ
い
て
は
、詳
し
い
こ
と
は
不
明
な
が
ら
、

日
野
樵
靄
と
い
う
日
本
画
家
が
明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）

一
冊

二
二
・
○
×
一
四
・
七
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈382-Sh51

〉



No. 

41
下し

も

田だ

従じ
ゅ

三さ
ん

位み

の
七し

ち

十じ
ゅ
う

七し
ち

の
賀が

に

竹た
け

田だ
の

宮み
や

昌ま
さ

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

（
一
八
八
八
―
一
九
四
〇
）

竹た
け

田だ
の

宮み
や

礼あ
や

子こ

女じ
ょ

王お
う

（
一
九
一
三
―
二
〇
〇
三
）

北き
た

白し
ら

川か
わ
の
み
や宮
房ふ

さ

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

（
一
八
九
〇
―
一
九
七
四
）

北き
た

白し
ら

川か
わ
の
み
や宮
美み

年ね

子こ

女じ
ょ

王お
う

（
一
九
一
一
―
一
九
七
〇
）

北き
た

白し
ら

川か
わ
の
み
や宮
佐さ

和わ

子こ

女じ
ょ

王お
う

（
一
九
一
三
―
二
〇
〇
一
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
頃

紙
本
墨
書

一
面
（
色
紙
五
枚
）

各
二
一
・
一
×
一
八
・
一
cm

竹
田
宮
昌
子
内
親
王

　
「�

下
田
従
三
位
か
七
十
七
賀
に　

昌
子　

す
こ
や
か
に　

齢
重
ね
て　

も
ゝ
と
せ
も　

さ
き
く
と
今
日
は　

神
に

祈
ら
む
」

竹
田
宮
礼
子
女
王

　
「�

下
田
従
三
位
か
七
十
七
賀
に　

礼
子　

百
と
せ
の　

老

の
さ
か
路
も　

い
と
や
す
く　

よ
は
ひ
か
さ
ね
て　

越

え
よ
と
そ
い
の
る
」

北
白
川
宮
房
子
内
親
王

　
「�
下
田
従
三
位
の
七
十
七
の
賀
に　

房
子　

す
め
国
の　

道
の
を
し
へ
を　

ひ
ろ
め
つ
　ゝ

千
歳
の
さ
か
も　

や

す
く
こ
え
な
む
」

北
白
川
宮
美
年
子
女
王

　
「�

下
田
従
三
位
の
七
十
七
の
賀
に　

美
年
子　

祈
る
か
な　

高
き
教
と　

も
ろ
と
も
に　

君
に
は
し
め
ん　

千
代
の

た
め
し
を
」

北
白
川
宮
佐
和
子
女
王

　
「�

下
田
従
三
位
の
七
十
七
の
賀
に　

佐
和
子　

幾
と
せ
か　

わ
か
大
御
代
に　

つ
く
し
つ
る　

君
の
栄
を　

な
ほ
や

祈
ら
ん
」

実
践
女
子
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
蔵

　

下
田
歌
子
は
欧
米
教
育
視
察
か
ら
帰
国
後
の
翌
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
正
式
に
常
宮
昌
子
内
親
王
と

周
宮
房
子
内
親
王
の
御
用
掛
を
拝
命
し
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
ま
で
教
育
の
任
に
当
た
り
ま
し
た
。
本
資
料

は
歌
子
の
喜
寿
を
祝
し
て
、
両
内
親
王
と
そ
の
娘
た
ち
が
和

歌
を
認
め
た
も
の
で
す
。
御
用
掛
を
辞
し
て
以
降
も
、
生
涯

に
わ
た
り
、
歌
子
と
両
内
親
王
と
の
交
流
が
続
い
て
い
た
よ

う
す
を
示
す
資
料
の
ひ
と
つ
で
す
。（
T
）

No. 

42
癸き

卯ぼ
う

園え
ん

遊ゆ
う

会か
い

活か
つ

人じ
ん

画が

写し
ゃ

真し
ん

集し
ゅ
う

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

写
真

十
四
枚

各
約
二
〇
×
二
五
cm

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
〈1041

〉

　

下
田
歌
子
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
帝
国
婦
人

協
会
を
設
立
し
、
翌
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
実
践
女

学
校
（
本
学
の
前
身
）
を
創
立
し
ま
し
た
。
そ
の
わ
ず
か
四

年
後
の
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
、
生
徒
数
の
増

加
に
よ
り
校
舎
の
移
転
が
決
定
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
校
舎
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
帝
国
婦
人
協
会
の
有
志

が
寄
付
金
集
め
を
計
画
し
、
同
年
四
月
二
十
五
、二
十
六
日

の
両
日
、
築
地
・
水
交
社
に
て
園
遊
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
資
料
は
そ
の
際
に
催
さ
れ
た
活
人
画
を
撮
影
し
た
写
真

で
す
。
役
に
扮
し
て
い
る
の
は
華
族
女
学
校
卒
業
生
を
中
心

と
し
た
女
性
た
ち
で
、
背
景
画
は
山
本
芳
翠
（
一
八
五
〇
―

一
九
〇
六
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
ま
し
た
。（
T
）

【
翻
刻
】

　
　

下
田
学
監
の
君
教
員
室
へ
来
給
ひ
て
米
国
を

　
　

め
く
り
し
を
り
の
衣
を
と
り
い
て
ゝ
着
つ
れ
は
か
く
し
の

　
　

底
に
こ
の
一
葉
な
む
入
り
ゐ
た
る
と
て
見
せ
給
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
臣

い
ろ
あ
せ
ぬ
も
み
ち
を
み
れ
は

　
　
　
　

う
な
は
ら
の
か
な
た
の
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
は
れ
ぬ
か
な

波
の
よ
る
の
に
し
き
な
ら
ま
し
う
な
は
ら
の

　

か
な
た
の
秋
を
き
ミ
に
見
せ
す
は　
　
　
　

歌
子

こ
と
く
に
の

　

も
み
ち
の

　

い
ろ
に
し
き

　
　

し
ま
の
こ
と
葉
の

　
　
　

は
な
も
さ
き
そ

　
　
　
　

は
り
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　

啓
画
も

時
は
明
治
廿
九
年
五
月
十
日
あ
ま
り
雨
い
と
し
め
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
日
也
け
り
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